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Ⅰ 人権に関する市民意識調査の概要 

 

１ 調査目的 

「すべての人が人間として尊重され、心豊かな生活を送ることができるよう、あらゆ

る差別のない明るい社会の実現」を目指し、今後の人権教育・啓発活動を実施していくに

あたっての基礎資料とするため、市民の人権に対する意識の把握を目的とする。 

 

２ 調査対象 

令和３年８月 16 日現在で、長野市に在住する 18 歳以上 80 歳未満の男女各 1,000 人 

計 2,000 人 

 

３ 抽出方法 

住民基本台帳より、男女別・年齢別に無作為抽出 

性別 

年齢 
男性 女性 合計 

対象者数 

男性 女性 

18 歳～30 歳未満 175 175 350 21,018 19,563 

30 歳～40 歳未満 165 165 330 19,414 18,918 

40 歳～50 歳未満 165 165 330 26,808 26,087 

50 歳～60 歳未満 165 165 330 25,345 25,339 

60 歳～70 歳未満 165 165 330 22,454 23,366 

70 歳～80 歳未満 165 165 330 22,855 26,208 

合計 1,000 1,000 2,000 137,894 139,481 

 

４ 調査方法 

調査票を郵送し、個人へ記入を依頼。その後、返信用封筒（料金受取人払）により調査

票を返送してもらう郵送調査法による（調査票は別紙のとおり）。 

 

５ 調査期間 

令和３年９月 16 日～令和３年 10 月 14 日 

 

６ 送付・回答状況 

送付数：2,000 通  未送達数：６通 

回答数： 725 通 （回答率：36.36％） 
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７ 調査内容 

回答者の属性 

（１） 人権への関心について 

（２） 様々な人権課題について 

（３） 人権侵害の経験について 

（４） 市の人権教育・啓発について 

（５） 人権課題解決のための方策について 

 

８ 調査票の集計 

電子計算機による集計（委託） 

 

９ 報告書の見方 

調査結果の数値は、原則として百分率で表記した。百分率の値は、小数点以下第２位を

四捨五入し、小数点第 1位まで表記している。従って、内訳を合計しても 100％に合致し

ない場合がある。 

アンケートへの回答は、単数回答と複数回答を求めた設問があり、複数回答を求めた

設問では、比率の合計が 100％を上回る場合がある。 

年代別の集計については、回答者数を考慮して 18 歳～39 歳、40 歳～59 歳、60 歳以上

（60 歳～80 歳）の３区分で集計した。 

属性別の結果については、特徴的なもの、資料として重要と思われるものについて分

析した。 

設問中の選択肢の文字数が多いものについては、本文中や図表中において、便宜上短

く省略している場合がある。 

回答者数が少ない場合参考値として掲載。データの精度が低くなる為その分析は行わ

ないものとする。 
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Ⅱ 回答者の属性 

問Ａ 性別 

選択肢 回答数 割合 

１ 男 329 45.4% 

２ 女 388 53.5% 

３ わからない・答えたくない 3 0.4% 

４ その他 0 0.0% 

無回答 5 0.7% 

合計 725 100.0% 

 
 
問Ｂ 年齢 

選択肢 回答数 割合 

１ 18 歳・19 歳 14 1.9% 

２ 20 歳～29 歳 57 7.9% 

３ 30 歳～39 歳 97 13.4% 

４ 40 歳～49 歳 110 15.2% 

５ 50 歳～59 歳 127 17.5% 

６ 60 歳～69 歳 168 23.2% 

７ 70 歳以上 146 20.1% 

無回答 6 0.8% 

合計 725 100.0% 

 

45.4

42.9

46.4

46.8

53.5

56.0

53.6

52.9

16.7

0.4

1.2

0.3

0.7

83.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

無回答(n=6)

年
代

１ 男 ２ 女 ３ わからない・答えたくない ４ その他 無回答

1.9

2.4

1.3

7.9

6.4

9.3

13.4

13.1

13.7

15.2

14.0

16.5

17.5

19.5

16.2

23.2

22.8

24.0

20.1

21.9

18.8

0.8

0.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

１ 18歳・19歳 ２ 20歳～29歳 ３ 30歳～39歳 ４ 40歳～49歳

５ 50歳～59歳 ６ 60歳～69歳 ７ 70歳以上 無回答
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Ⅲ 調査の結果 

１ 人権への関心について 
質問１ あなたは「人権」について、どのような印象を持っていますか。次の（１）、（２）の

それぞれについて、あなたの考えに近いものはどれですか。次の中から番号を一つ

選び、右の□に記入してください。 

（１）重要である 
選択肢 回答数 割合 

１ そう思う 598 82.5% 

２ 少しそう思う 83 11.4% 

３ どちらとも言えない 24 3.3% 

４ あまりそう思わない 13 1.8% 

５ そうは思わない 1 0.1% 

無回答 6 0.8% 

合計 725 100.0% 

 

「人権」が「重要である」ということについては、「そう思う」（82.5％）が約８割と最も多

くなっている。次に、「少しそう思う」（11.4％）、「どちらとも言えない」（3.3％）と続いてい

る。「そう思う」、「少しそう思う」の合計は、93.9％と９割を超えている。 

性別でみると、男女とも、「そう思う」が 83.0％と８割を超えている。「そう思う」「少しそ

う思う」の合計も、95.5％、93.8％と、９割を超えている。 

年代別でみると、「そう思う」はいずれの年代も８割を超えている。特に、「40 歳〜59 歳」

（88.6％）では、約９割となっている。「そう思う」、「少しそう思う」の合計も、いずれの年

代も、９割を超えている。 

 
 
 

82.5

83.0

83.0

80.4

88.6

80.3

11.4

12.5

10.8

16.1

8.0

11.8

3.3

3.3

3.4

2.4

2.5

4.5

1.8

1.2

2.3

1.2

0.8

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ そう思う ２ 少しそう思う ３ どちらとも言えない

４ あまりそう思わない ５ そうは思わない 無回答

１ 人権への関心について 
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質問１ あなたは「人権」について、どのような印象を持っていますか。次の（１）、（２）の

それぞれについて、あなたの考えに近いものはどれですか。次の中から番号を一つ

選び、右の□に記入してください。 

（２）自分に関係が深い 

選択肢 回答数 割合 

１ そう思う 229 31.6% 

２ 少しそう思う 184 25.4% 

３ どちらとも言えない 145 20.0% 

４ あまりそう思わない 102 14.1% 

５ そうは思わない 49 6.8% 

無回答 16 2.2% 

合計 725 100.0% 

 

「人権」が「自分に関係が深い」ということについては、「そう思う」（31.6％）が約３割と

最も多くなっている。次に、「少しそう思う」（25.4％）、「どちらとも言えない」（20.0％）と

続いている。「そう思う」、「少しそう思う」の合計は、57.0％と約６割となっている。一方、

「そうは思わない」、「あまりそう思わない」の合計は、20.9％と約２割となっている。 

性別でみると、男女とも、「そう思う」が３割を超え、最も多い。「そう思う」、「少しそう思

う」の合計は、男性で 55.0％、女性で 59.0％と、女性の回答割合がやや高くなっている。一

方、「そうは思わない」、「あまりそう思わない」の合計は、男性で 23.7％、女性で 18.8％と、

男性の回答割合がやや高くなっている。 

年代別でみると、「そう思う」については、「40 歳〜59 歳」（38.0％）が約４割と、「18 歳〜

39 歳」（28.6％）、「60 歳以上」（28.7％）よりも回答割合がやや高くなっている。「少しそう

思う」については、「18 歳〜39 歳」（33.9％）が約３割と、「40 歳〜59 歳」（26.6％）、「60 歳

以上」（20.4％）よりも回答割合がやや高くなっている。「そう思う」、「少しそう思う」の合計

は、「18 歳〜39 歳」（62.5％）、「40 歳〜59 歳」（64.6％）が６割を超え、「60 歳以上」（49.1％）

よりも回答割合が高くなっている。一方、「そうは思わない」、「あまりそう思わない」の合計

は、「60 歳以上」（29.6％）で約３割と、「18 歳〜39 歳」（16.7％）、「40 歳〜59 歳」（12.7％）

よりも回答割合が高くなっている。 

 

31.6

31.9

31.7

28.6

38.0

28.7

25.4

23.1

27.3

33.9

26.6

20.4

20.0

19.5

20.9

20.8

21.5

18.8

14.1

16.1

12.6

13.1

9.3

18.5

6.8

7.6

6.2

3.6

3.4

11.1

2.2

1.8

1.3

0.0

1.3

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ そう思う ２ 少しそう思う ３ どちらとも言えない

４ あまりそう思わない ５ そうは思わない 無回答

１ 人権への関心について 
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質問２ 日本の社会では、同和問題、女性、子ども、高齢者、障害者、外国人などの差別をは

じめ、さまざまな人権課題がありますが、あなたは、人権問題（侵害）に関心があり

ますか。次の中から番号を一つ選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 関心がある 275 37.9% 

２ 少し関心がある 300 41.4% 

３ どちらとも言えない 94 13.0% 

４ あまり関心がない 40 5.5% 

５ 関心がない 9 1.2% 

無回答 7 1.0% 

合計 725 100.0% 

 

人権問題（侵害）に関心については、「少し関心がある」（41.4％）が約４割と最も多くなっ

ている。次に、「関心がある」（37.9％）、「どちらとも言えない」（13.0％）と続いている。「関

心がある」、「少し関心がある」の合計は、79.3％と約８割となっている。 

性別でみると、男女とも、「少し関心がある」が約４割と最も多く、同様の傾向となってい

る。 

年代別でみると、いずれの年代も「少し関心がある」が最も多い回答となっている。「関心

がある」、「少し関心がある」の合計は、「18 歳〜39 歳」（75.6％）、「40 歳〜59 歳」（82.7％）、

「60 歳以上」（79.9％）で約８割となっている。 

 
 

37.9

39.2

37.1

36.3

37.1

39.8

41.4

40.4

42.8

39.3

45.6

40.1

13.0

12.5

13.7

14.3

13.9

11.8

5.5

6.4

4.9

7.7

3.0

6.4

1.2

1.2

1.3

1.8

0.4

1.6

1.0

0.3

0.3

0.6

0.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ 関心がある ２ 少し関心がある ３ どちらとも言えない

４ あまり関心がない ５ 関心がない 無回答

１ 人権への関心について 
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質問３ 人権に関わる次のことがらについて、切実な問題と思われるものはどれですか。次

の中から番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 同和問題（部落差別） 97 13.4% 

２ 女性 146 20.1% 

３ 子ども 181 25.0% 

４ 高齢者 80 11.0% 

５ 障害者 291 40.1% 

６ 外国人（ヘイトスピーチ、人種差別を含む） 106 14.6% 

７ ＨＩＶ感染者（エイズ感染者等を含む） 9 1.2% 

８ ハンセン病患者、元患者 12 1.7% 

９ 犯罪被害者等 78 10.8% 

10 刑を終えて出所した人等 27 3.7% 

11 中国帰国者等 11 1.5% 

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等） 259 35.7% 

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者 90 12.4% 

14 ホームレス 50 6.9% 

15 アイヌの人々 4 0.6% 

16 北朝鮮当局による人権侵害（拉致問題等） 105 14.5% 

17 東日本大震災に伴う人権問題 24 3.3% 

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む） 421 58.1% 

19 その他 22 3.0% 

20 特にない 21 2.9% 

無回答 8 1.1% 

対象 725 - 

 

人権に関わる切実な問題と思うことは、「インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）」

（58.1％）が約６割と最も多くなっている。次に、「障害者」（40.1％）、「新型コロナウイルス

感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等）」（35.7％）と続いている。 

 

 
※ＬＧＢＴＱ … 女性同性愛者（レズビアン）、男性同性愛者（ゲイ）、異性も同性も好きになる人

（バイセクシュアル）、生物学的な性と性自認が異なる人（トランスジェンダー）、性自認や性的

指向が明確でない人（クエスチョニング）の略 

 
その他を選択し、記入された主なもの … 宗教、病気、職業 など 

58.1

40.1

35.7

25.0

20.1

14.6

14.5

13.4

12.4

11.0

10.8

6.9

3.7

3.3

1.7

1.5

1.2

0.6

3.0

2.9

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）

５ 障害者

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題

３ 子ども

２ 女性

６ 外国人

16 北朝鮮当局による人権侵害

１ 同和問題

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

４ 高齢者

９ 犯罪被害者等

14 ホームレス

10 刑を終えて出所した人等

17 東日本大震災に伴う人権問題

８ ハンセン病患者、元患者

11 中国帰国者等

７ ＨＩＶ感染者

15 アイヌの人々

19 その他

20 特にない

無回答

全体(n=725)

（％）

１ 人権への関心について 
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上位１０項目を性別でみると、「インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）」、「障害

者」、「新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等）」という上位３項

目は、男女とも同じ傾向になっている。一方、「子ども」、「女性」では、「女性」が 30.2％、

26.0％と、「男性」よりも 11.1ポイント、12.9ポイント高くなっている。「外国人（ヘイトス

ピーチ、人種差別を含む）」、「同和問題（部落差別）」では、「男性」が 18.5％、17.6％と、「女

性」よりも 6.9ポイント、7.8ポイント高くなっている。 

 

 
上位１０項目を年代別でみると、上位４項目は同様の傾向になっている。「女性」、「ＬＧＢ

ＴＱ※等の性的少数者」については、年代が低くなるほど回答割合が高くなっている。「北朝

鮮当局による人権侵害（拉致問題等）」、「同和問題（部落差別）」、「高齢者」については、年代

が高くなるほど回答割合が高くなっている。 

 

59.6

41.0

36.8

19.1

13.1

18.5

15.5

17.6

10.9

11.2

57.7

39.7

35.6

30.2

26.0

11.6

13.7

9.8

13.9

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）

５ 障害者

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題

３ 子ども

２ 女性

６ 外国人

16 北朝鮮当局による人権侵害

１ 同和問題

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

４ 高齢者

男(n=329)

女(n=388)

（％）

58.9

39.3

36.3

25.6

27.4

16.1

6.5

7.7

23.2

5.4

61.2

38.0

39.2

24.9

21.9

17.3

10.1

12.7

13.1

6.8

56.4

42.7

33.4

25.2

15.0

12.1

22.3

17.2

6.4

17.5

0 10 20 30 40 50 60 70

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）

５ 障害者

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題

３ 子ども

２ 女性

６ 外国人

16 北朝鮮当局による人権侵害

１ 同和問題

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

４ 高齢者

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

１ 人権への関心について 
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２ 様々な人権課題について 

質問４ 同和問題（部落差別）について、次の質問にお答えください。 

（１）あなたは、部落差別が今もあると思いますか。次の中から番号を一つ選び、右の□に

記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ ある 271 37.4% 

２ ない     →（３）へ 83 11.4% 

３ わからない  →（３）へ 365 50.3% 

無回答 6 0.8% 

合計 725 100.0% 

 

部落差別が今もあると思うかについては、「わからない」（50.3％）が約５割と最も多くな

っている。次に、「ある」（37.4％）、「ない」（11.4％）と続いている。 

性別でみると、男女とも、「わからない」が最も多くなっている。「ある」は、「男性」（38.9％）、

「女性」（36.6％）と約４割となっている。一方、「ない」は、「女性」（9.3％）よりも「男性」

（14.3％）の回答割合がやや高くなっている。 

年代別でみると、年代による差は少ないといえる。 

 

 
 

37.4

38.9

36.6

38.7

37.6

37.3

50.3

46.5

54.1

51.2

50.6

50.6

11.4

14.3

9.3

10.1

11.4

12.1

0.8

0.3

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ ある ３ わからない ２ ない 無回答

２ 様々な人権課題について 
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質問４ 同和問題（部落差別）について、次の質問にお答えください。 

（２）（１）で「１ ある」と答えた方にお聞きします。同和問題（部落差別）に関すること

がらで、現在、どのような人権上の問題が起こっていると思いますか。次の中から特

に切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること 213 78.6% 

２ 就職や仕事の内容・待遇などで不利な扱いを受けること 85 31.4% 

３ 差別的な言動をされること 124 45.8% 

４ 差別的な落書きをされること 17 6.3% 

５ 身元調査をされること 105 38.7% 

６ インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること 89 32.8% 

７ 同和問題に関する過去の個人情報が流出したこと 65 24.0% 

８ その他 11 4.1% 

９ わからない 8 3.0% 

対象 271 - 

 

同和問題（部落差別）に関して人権上の問題は、「結婚を家族や親戚などから反対されるこ

と」（78.6％）が約８割と最も多くなっている。次に、「差別的な言動をされること」（45.8％）、

「身元調査をされること」（38.7％）と続いている。 

性別でみると、男女による差は少ないといえる。 

 
 

年代別でみると、いずれの年代も、「結婚を家族や親戚などから反対されること」が最も多

くなっている。「40 歳〜59 歳」、「60 歳以上」では、「差別的な言動をされること」、「身元調査

をされること」が上位３項目となっている。一方、「18 歳〜39 歳」では、２番目に「差別的

な言動をされること」、３番目には「就職や仕事の内容・待遇などで不利な扱いを受けること」

となっている。 

 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 差別的な目で見られること、学校での教育のあり方 など 

78.6

45.8

38.7

32.8

31.4

24.0

6.3

4.1

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

３ 差別的な言動をされること

５ 身元調査をされること

６ インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること

２ 就職や仕事の内容・待遇などで不利な扱いを受けること

７ 同和問題に関する過去の個人情報が流出したこと

４ 差別的な落書きをされること

８ その他

９ わからない
全体(n=271)

（％）

73.8

56.9

33.8

36.9

52.3

12.3

7.7

6.2

0.0

74.2

44.9

37.1

34.8

22.5

27.0

6.7

4.5

1.1

84.6

40.2

42.7

29.1

26.5

28.2

5.1

2.6

6.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

３ 差別的な言動をされること

５ 身元調査をされること

６ インターネットを利用して差別的な情報を掲載されること

２ 就職や仕事の内容・待遇などで不利な扱いを受けること

７ 同和問題に関する過去の個人情報が流出したこと

４ 差別的な落書きをされること

８ その他

９ わからない

18歳〜39歳(n=65)

40歳〜59歳(n=89)

60歳以上(n=117)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問４  同和問題（部落差別）について、次の質問にお答えください。 

（３）結婚していないお子さんがいる方は ア・イ に、結婚されていない方は ウ にお

答えください。どちらでもない方は（４）へお進みください。 

ア 〔結婚していないお子さんがいる方がお答えください。〕あなたのお子さんが結婚しよう

とする際に、相手の身元調査をしますか。次の中から番号を一つ選び、右の□に記入し

てください。 
選択肢 回答数 割合 

１ する 54 15.3% 

２ しない 172 48.7% 

３ わからない 127 36.0% 

合計 353 100.0% 

 

子どもが結婚する際に身元調査をするかについては、「しない」（48.7％）が約５割と最も

多くなっている。次に、「わからない」（36.0％）、「する」（15.3％）と続いている。 

性別でみると、男女とも、「しない」が最も多くなっている。「男性」（52.4％）では５割を

超え、「女性」（45.2％）よりも回答割合がやや高くなっている。一方、「する」は、「男性」

（18.3％）が約２割と、「女性」（12.8％）よりもやや高くなっている。また、「わからない」

は、「女性」（42.0％）が約４割と、「男性」（29.3％）よりも回答割合が高くなっている。 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」、「40 歳〜59 歳」は、同じ傾向になっている。一方、「60

歳以上」は、「しない」（57.0％）、「する」（20.7％）とも、他の年代よりも回答割合が高くな

っている。 

 
 

15.3

18.3

12.8

13.7

11.4

20.7

36.0

29.3

42.0

39.2

46.4

22.2

48.7

52.4

45.2

47.1

42.2

57.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=353)

男(n=164)

女(n=188)

18歳〜39歳(n=51)

40歳〜59歳(n=166)

60歳以上(n=135)

性
別

年
代

１ する ３ わからない ２ しない

２ 様々な人権課題について 
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質問４  同和問題（部落差別）について、次の質問にお答えください。 

（３）結婚していないお子さんがいる方は ア・イ に、結婚されていない方は ウ にお

答えください。どちらでもない方は（４）へお進みください。 

イ 〔結婚していないお子さんがいる方がお答えください。〕あなたのお子さんの結婚しよう

とする相手が、被差別部落出身の人であると知った場合、あなたはどうしますか。次の

中から番号を一つ選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 親として賛成し、協力する 28 8.5% 

２ 親が口出しすべきことではなく、子どもの意思を尊重する 204 61.6% 

３ 親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない 38 11.5% 

４ 家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない（家族や親戚の反対がなければ認める） 6 1.8% 

５ 絶対に結婚を認めない 4 1.2% 

６ その他 7 2.1% 

７ わからない 44 13.3% 

合計 331 100.0% 

 

自分の子どもの結婚相手が被差別部落出身者の場合は、「親が口出しすべきことではなく、

子どもの意思を尊重する」（61.6％）が約６割と最も多くなっている。次に、「親としては反

対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない」（11.5％）、「親として賛成し、協力する」（8.5％）

と続いている。 

 
性別でみると、男女による差は少ないといえる。 

 
年代別でみると、年代による差は少ないといえる。 

 
その他を選択し、記入された主なもの … その人の人柄、本人の意思の尊重 など 

61.6

11.5

8.5

1.8

1.2

2.1

13.3

0 10 20 30 40 50 60 70

２ 親が口出しすべきことではなく、子どもの意思を尊重する

３ 親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない

１ 親として賛成し、協力する

４ 家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない

５ 絶対に結婚を認めない

６ その他

７ わからない
全体(n=331)

（％）

63.0

8.4

9.1

1.9

0.6

2.6

14.3

60.5

14.1

7.9

1.7

1.7

1.7

12.4

0 10 20 30 40 50 60 70

２ 親が口出しすべきことではなく、子どもの意思を尊重する

３ 親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない

１ 親として賛成し、協力する

４ 家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない

５ 絶対に結婚を認めない

６ その他

７ わからない

男(n=154)

女(n=177)

64.0

10.0

6.0

2.0

2.0

4.0

12.0

60.4

10.4

8.4

0.6

0.6

2.6

16.9

62.2

13.4

9.4

3.1

1.6

0.8

9.4

0 10 20 30 40 50 60 70

２ 親が口出しすべきことではなく、子どもの意思を尊重する

３ 親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない

１ 親として賛成し、協力する

４ 家族や親戚の反対があれば、結婚を認めない

５ 絶対に結婚を認めない

６ その他

７ わからない

18歳〜39歳(n=50)

40歳〜59歳(n=154)

60歳以上(n=127)

２ 様々な人権課題について 
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質問４  同和問題（部落差別）について、次の質問にお答えください。 

（３）結婚していないお子さんがいる方は ア・イ に、結婚されていない方は ウ にお

答えください。どちらでもない方は（４）へお進みください。 

ウ 〔結婚されていない方がお答えください。〕あなたが被差別部落出身の人と恋愛し結婚し

ようとしたとき、家族や親戚から強い反対を受けたら、あなたはどうしますか。次の中

から番号を一つ選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 自分の意思を貫いて結婚する 74 40.9% 

２ 家族や親戚の反対があるので結婚しない 18 9.9% 

３ その他 12 6.6% 

４ わからない 77 42.5% 

合計 181 100.0% 

 

被差別出身の人と恋愛し結婚しようとして家族や親戚から強い反対を受けた場合は、「わか

らない」（42.5％）が最も多くなっている。次に、「自分の意思を貫いて結婚する」（40.9％）、

「家族や親戚の反対があるので結婚しない」（9.9％）と続いている。 

 
性別でみると、「男性」では、「自分の意思を貫いて結婚する」（52.3％）が最も多くなって

いる。一方、「女性」では、「わからない」（47.3％）が最も多くなっている。「家族や親戚の反

対があるので結婚しない」では、「男性」（8.1％）よりも「女性」（11.0％）の回答割合がやや

高くなっている。 

 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」、「40 歳〜59 歳」で「自分の意思を貫いて結婚する」が最

も多くなっている。「60 歳以上」では「わからない」（64.9％）が最も多くなっている。「家族

や親戚の反対があるので結婚しない」では、「18 歳〜39 歳」（9.8％）、「40 歳〜59 歳」（12.2％）

よりも、「60 歳以上」（5.4％）で回答割合がやや低くなっている。 

 
その他を選択し、記入された主なもの … 話し合う、根気良く説得する など 

40.9

9.9

6.6

42.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１ 自分の意思を貫いて結婚する

２ 家族や親戚の反対があるので結婚しない

３ その他

４ わからない
全体(n=181)

（％）

52.3

8.1

3.5

36.0

31.9

11.0

9.9

47.3

0 10 20 30 40 50 60

１ 自分の意思を貫いて結婚する

２ 家族や親戚の反対があるので結婚しない

３ その他

４ わからない

男(n=86)
女(n=91)

（％）

46.7

9.8

4.3

39.1

42.9

12.2

12.2

32.7

24.3

5.4

5.4

64.9

0 10 20 30 40 50 60 70

１ 自分の意思を貫いて結婚する

２ 家族や親戚の反対があるので結婚しない

３ その他

４ わからない

18歳〜39歳(n=92)
40歳〜59歳(n=49)
60歳以上(n=37)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問４  同和問題（部落差別）について、次の質問にお答えください。 

（４）同和問題（部落差別）の解決に対するあなたのお考えに近いものはどれですか。次の

中から番号を一つ選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 自分の問題として解決に努力する 59 8.1% 

２ 同和問題についての学習をする 215 29.7% 

３ 誰かしかるべき人が解決してくれる 18 2.5% 

４ 自分とは直接関係のない問題だ 22 3.0% 

５ そっとしておけば差別は自然になくなる 127 17.5% 

６ どのようにしても差別はなくならない 117 16.1% 

７ わからない 116 16.0% 

無回答 51 7.0% 

合計 725 100.0% 

 

同和問題（部落差別）の解決に対する考えは、「同和問題についての学習をする」（29.7％）

が最も多くなっている。次に、「そっとしておけば差別は自然になくなる」（17.5％）、「どの

ようにしても差別はなくならない」（16.1％）、「わからない」（16.0％）と続いている。 

 

性別でみると、「自分の問題として解決に努力する」、「そっとしておけば差別は自然になく

なる」では、「女性」よりも「男性」の回答割合がやや高くなっている。一方、「どのようにし

ても差別はなくならない」、「わからない」では、「男性」よりも「女性」の回答割合がやや高

くなっている。 

 

29.7

17.5

16.1

8.1

3.0

2.5

16.0

7.0

0 5 10 15 20 25 30 35

２ 同和問題についての学習をする

５ そっとしておけば差別は自然になくなる

６ どのようにしても差別はなくならない

１ 自分の問題として解決に努力する

４ 自分とは直接関係のない問題だ

３ 誰かしかるべき人が解決してくれる

７ わからない

無回答
全体(n=725)

（％）

30.4

19.8

13.4

10.3

3.0

3.0

13.1

7.0

28.9

15.5

18.8

5.9

2.8

2.1

18.8

7.2

0 5 10 15 20 25 30 35

２ 同和問題についての学習をする

５ そっとしておけば差別は自然になくなる

６ どのようにしても差別はなくならない

１ 自分の問題として解決に努力する

４ 自分とは直接関係のない問題だ

３ 誰かしかるべき人が解決してくれる

７ わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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年代別でみると、「自分の問題として解決に努力する」、「そっとしておけば差別は自然にな

くなる」では、年代が高くなるほど回答割合が高くなっている。一方、「同和問題についての

学習をする」、「どのようにしても差別はなくならない」では、年代が低くなるほど回答割合

が高くなっている。 

 
 

33.3

10.7

23.8

5.4

3.6

6.0

13.7

3.6

30.4

14.3

16.0

6.8

3.0

2.1

18.6

8.9

27.4

22.9

12.4

10.2

2.9

1.0

15.6

7.6

0 5 10 15 20 25 30 35

２ 同和問題についての学習をする

５ そっとしておけば差別は自然になくなる

６ どのようにしても差別はなくならない

１ 自分の問題として解決に努力する

４ 自分とは直接関係のない問題だ

３ 誰かしかるべき人が解決してくれる

７ わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問５ あなたは、女性に関することがらで、現在、どのような人権上の問題が起こってい

ると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に記

入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家事・育児」など）を押しつけられること 351 48.4% 

２ 女性が責任ある役職に就こうとすると、男性や他の女性から反対されること 199 27.4% 

３ 入試、就職、仕事内容、待遇などで不利な扱いを受けること 216 29.8% 

４ 配偶者や交際相手から暴力をふるわれること 138 19.0% 

５ 女性に対するハラスメント（セクシュアル・ハラスメント※、マタニティ・ハラスメント※、モラル・ハラスメント※）

等を受けること 
348 48.0% 

６ 売春・買春（いわゆる「援助交際」を含む。）、女性の働く風俗営業があること 116 16.0% 

７ 女性の性を強調した広告・雑誌などが存在していること 107 14.8% 

８ シングルマザーの貧困が存在すること 309 42.6% 

９ その他 14 1.9% 

10 人権問題は特にない 20 2.8% 

11 わからない 44 6.1% 

無回答 17 2.3% 

対象 725 - 

 

女性に関する人権上の問題は、「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家事・育

児」など）を押しつけられること」（48.4％）と「女性に対するハラスメント（セクシュアル・

ハラスメント※、マタニティ・ハラスメント※、モラル・ハラスメント※）等を受けること」

（48.0％）が約５割と回答が多くなっている。次に、「シングルマザーの貧困が存在すること」

（42.6％）、「入試、就職、仕事内容、待遇などで不利な扱いを受けること」（29.8％）と続い

ている。 

 
 

 

※セクシュアル・ハラスメント … 性的嫌がらせ 

※マタニティ・ハラスメント … 妊娠・出産に伴う嫌がらせ 

※モラル・ハラスメント … 言葉や態度による精神的な暴力、嫌がらせ 

 

その他を選択し、記入された主なもの … 婚姻後の別姓がみとめられないこと、子どもがいないこと など 

48.4

48.0

42.6

29.8

27.4

19.0

16.0

14.8

1.9

2.8

6.1

2.3

0 10 20 30 40 50 60

１ 男女の固定的な役割分担意識を押しつけられること

５ 女性に対するハラスメント等を受けること

８ シングルマザーの貧困が存在すること

３ 入試、就職、仕事内容、待遇などで不利な扱いを受けること

２ 女性が責任ある役職に就こうとすると、男性や他の女性から反対されること

４ 配偶者や交際相手から暴力をふるわれること

６ 売春・買春、女性の働く風俗営業があること

７ 女性の性を強調した広告・雑誌などが存在していること

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、男女とも回答傾向の差は少ないものの、「男女の固定的な役割分担意識（「男

は仕事、女は家事・育児」など）を押しつけられること」、「女性に対するハラスメント（セク

シュアル・ハラスメント※、マタニティ・ハラスメント※、モラル・ハラスメント※）等を受

けること」では、「男性」よりも「女性」の回答割合がやや高くなっている。 

 

 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」、「40 歳〜59 歳」では、「女性に対するハラスメント（セ

クシュアル・ハラスメント※、マタニティ・ハラスメント※、モラル・ハラスメント※）等を

受けること」が最も多い回答となり、「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家事・

育児」など）を押しつけられること」は、２番目に多い回答となっている。一方、「60 歳以上」

では、「男女の固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は家事・育児」など）を押しつけられる

こと」が最も多く、２番目に、「シングルマザーの貧困が存在すること」となっている。 

 

45.3

44.4

41.9

32.2

26.1

19.5

13.4

13.4

1.8

4.0

6.4

2.7

51.3

50.8

43.6

27.8

28.6

18.6

18.0

15.5

2.1

1.5

5.9

2.1

0 10 20 30 40 50 60

１ 男女の固定的な役割分担意識を押しつけられること

５ 女性に対するハラスメント等を受けること

８ シングルマザーの貧困が存在すること

３ 入試、就職、仕事内容、待遇などで不利な扱いを受けること

２ 女性が責任ある役職に就こうとすると、男性や他の女性から反対されること

４ 配偶者や交際相手から暴力をふるわれること

６ 売春・買春、女性の働く風俗営業があること

７ 女性の性を強調した広告・雑誌などが存在していること

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

54.8

56.0

45.8

26.2

33.3

23.2

8.3

10.1

1.8

4.2

3.6

0.6

48.1

53.2

38.8

31.2

24.1

21.1

12.7

13.9

3.8

1.3

5.9

1.3

45.9

39.5

44.3

30.6

27.1

15.3

22.3

17.2

0.6

3.2

7.6

3.8

0 10 20 30 40 50 60

１ 男女の固定的な役割分担意識を押しつけられること

５ 女性に対するハラスメント等を受けること

８ シングルマザーの貧困が存在すること

３ 入試、就職、仕事内容、待遇などで不利な扱いを受けること

２ 女性が責任ある役職に就こうとすると、男性や他の女性から反対されること

４ 配偶者や交際相手から暴力をふるわれること

６ 売春・買春、女性の働く風俗営業があること

７ 女性の性を強調した広告・雑誌などが存在していること

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問６ あなたは、子どもに関することがらで、現在、どのような人権上の問題が起こって

いると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に

記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせるいじめ（インターネットを通じて行われるものを含

む。）を受けること 
587 81.0% 

２ 教員により言葉の暴力や体罰を受けること 118 16.3% 

３ 保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの虐待を受けること 418 57.7% 

４ 貧困が存在すること 298 41.1% 

５ 大人の意見や価値観を押し付けられること 165 22.8% 

６ 大人がプライバシーを尊重しないこと 34 4.7% 

７ 児童買春、児童ポルノなどが存在すること 148 20.4% 

８ ヤングケアラー※の問題があること 123 17.0% 

９ その他 6 0.8% 

10 人権問題は特にない 19 2.6% 

11 わからない 30 4.1% 

無回答 19 2.6% 

対象 725 - 

 

子どもに関する人権上の問題は、「無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせる

いじめ（インターネットを通じて行われるものを含む。）を受けること」（81.0％）が約８割

と最も多くなっている。次に、「保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの

虐待を受けること」（57.7％）、「貧困が存在すること」（41.1％）と続いている。 

 

 
 
 
※ヤングケアラー … 家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、

家事や家族の世話などを行っている18歳未満の子どもをいいます。 

 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 心の障害者への対応 など 

81.0

57.7

41.1

22.8

20.4

17.0

16.3

4.7

0.8

2.6

4.1

2.6

0 20 40 60 80 100

１ 無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせるいじめを受けること

３ 保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの虐待を受けること

４ 貧困が存在すること

５ 大人の意見や価値観を押し付けられること

７ 児童買春、児童ポルノなどが存在すること

８ ヤングケアラー※の問題があること

２ 教員により言葉の暴力や体罰を受けること

６ 大人がプライバシーを尊重しないこと

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、男女とも、「無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせるいじめ

（インターネットを通じて行われるものを含む。）を受けること」が約８割と最も多くなって

いる。次に、「保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの虐待を受けること」

となるものの、「男性」（50.2％）よりも「女性」（63.9％）の回答割合が高くなっている。 

 

年代別でみると、いずれの年代も、「無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせ

るいじめ（インターネットを通じて行われるものを含む。）を受けること」が約８割と最も多

くなっている。次に、「保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの虐待を受

けること」では、「18 歳〜39 歳」（60.7％）、「40 歳〜59 歳」（63.3％）では約６割となるもの

の、「60 歳以上」（51.9％）では約５割と、回答割合が低くなっている。 

 

 

80.9

50.2

41.0

27.7

18.2

14.0

17.0

6.4

0.6

3.6

4.3

2.7

81.4

63.9

41.0

18.6

22.2

19.1

16.0

3.4

1.0

1.5

4.1

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせるいじめを受けること

３ 保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの虐待を受けること

４ 貧困が存在すること

５ 大人の意見や価値観を押し付けられること

７ 児童買春、児童ポルノなどが存在すること

８ ヤングケアラー※の問題があること

２ 教員により言葉の暴力や体罰を受けること

６ 大人がプライバシーを尊重しないこと

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

85.1

60.7

36.3

36.3

17.9

17.3

19.0

6.5

0.6

1.8

1.8

0.0

82.7

63.3

40.9

20.7

19.4

21.5

11.8

2.5

1.3

2.1

3.0

2.1

77.7

51.9

43.6

17.2

22.3

13.1

18.5

5.4

0.6

3.5

6.4

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

１ 無視、仲間はずし、暴力などの心身に苦痛を生じさせるいじめを受けること

３ 保護者から暴力をふるわれたり、食事を与えられないなどの虐待を受けること

４ 貧困が存在すること

５ 大人の意見や価値観を押し付けられること

７ 児童買春、児童ポルノなどが存在すること

８ ヤングケアラー※の問題があること

２ 教員により言葉の暴力や体罰を受けること

６ 大人がプライバシーを尊重しないこと

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問７ あなたは、高齢者に関することがらで、現在、どのような人権上の問題が起こって

いると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に

記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 貧困により経済的に自立が困難なこと 313 43.2% 

２ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと 163 22.5% 

３ 悪質商法や詐欺の被害を受けやすいこと 397 54.8% 

４ 家庭、病院、福祉施設での看護や介護において、劣悪な処遇や虐待を受けること 228 31.4% 

５ 高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重されないこと 146 20.1% 

６ 認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと 317 43.7% 

７ 家族や地域とのつながりが乏しく、孤立していること 257 35.4% 

８ その他 11 1.5% 

９ 人権問題は特にない 14 1.9% 

10 わからない 34 4.7% 

無回答 19 2.6% 

対象 725 - 

 

高齢者に関する人権上の問題は、「悪質商法や詐欺の被害を受けやすいこと」（54.8％）が

約５割と最も多くなっている。次に、「認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと」

（43.7％）、「貧困により経済的に自立が困難なこと」（43.2％）と続いている。 

 
 
 
 

その他を選択し、記入された主なもの … 車を運転できないと移動が不自由になる など 

54.8

43.7

43.2

35.4

31.4

22.5

20.1

1.5

1.9

4.7

2.6

0 10 20 30 40 50 60

３ 悪質商法や詐欺の被害を受けやすいこと

６ 認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと

１ 貧困により経済的に自立が困難なこと

７ 家族や地域とのつながりが乏しく、孤立していること

４ 家庭、病院、福祉施設での看護や介護において、劣悪な処遇や虐待を受けること

２ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと

５ 高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重されないこと

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、上位４項目は、男女とも同じ傾向になっている。「家庭、病院、福祉施設で

の看護や介護において、劣悪な処遇や虐待を受けること」では、「男性」（25.2％）よりも「女

性」（36.6％）の回答割合が高くなっている。 

 

年代別でみると、いずれの年代も、「悪質商法や詐欺の被害を受けやすいこと」が最も多い

回答となっている。次に、「18 歳〜39 歳」では「家族や地域とのつながりが乏しく、孤立し

ていること」（43.5％）、「貧困により経済的に自立が困難なこと」（38.1％）と続いている。

「40 歳〜59 歳」では、「認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと」（46.8％）、

「貧困により経済的に自立が困難なこと」（40.1％）と、「60 歳以上」では、「貧困により経済

的に自立が困難なこと」（48.1％）、「認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと」

（45.9％）と続いている。 

 

52.9

42.9

42.9

35.3

25.2

24.0

22.5

1.5

2.4

4.6

2.4

56.2

44.8

43.0

35.8

36.6

20.6

18.0

1.5

1.5

4.9

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70

３ 悪質商法や詐欺の被害を受けやすいこと

６ 認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと

１ 貧困により経済的に自立が困難なこと

７ 家族や地域とのつながりが乏しく、孤立していること

４ 家庭、病院、福祉施設での看護や介護において、劣悪な処遇や虐待を受けること

２ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと

５ 高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重されないこと

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

60.7

35.7

38.1

43.5

36.9

20.8

23.8

1.8

1.8

3.6

0.0

54.4

46.8

40.1

35.4

29.1

24.5

19.0

2.1

1.3

4.6

2.1

51.9

45.9

48.1

31.5

29.9

22.0

19.1

1.0

2.5

5.4

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70

３ 悪質商法や詐欺の被害を受けやすいこと

６ 認知症や高齢者の特性についての理解が進まないこと

１ 貧困により経済的に自立が困難なこと

７ 家族や地域とのつながりが乏しく、孤立していること

４ 家庭、病院、福祉施設での看護や介護において、劣悪な処遇や虐待を受けること

２ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと

５ 高齢者が邪魔者扱いされ、意見や行動が尊重されないこと

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問８ あなたは、障害者に関することがらで、現在、どのような人権上の問題が起こって

いると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に

記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること 143 19.7% 

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること 365 50.3% 

３ 差別的な言動を受けること 247 34.1% 

４ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと 299 41.2% 

５ 福祉施設において劣悪な処遇や虐待を受けること 89 12.3% 

６ アパート等を容易に借りることができないこと 62 8.6% 

７ スポーツ、文化活動、地域活動に気軽に参加できないこと 57 7.9% 

８ じろじろ見られたり、避けられたりすること 162 22.3% 

９ 障害に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じた配慮を受けられないこと 371 51.2% 

10 その他 10 1.4% 

11 人権問題は特にない 17 2.3% 

12 わからない 52 7.2% 

無回答 20 2.8% 

対象 725 - 

 

障害者に関する人権上の問題は、「障害に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じ

た配慮を受けられないこと」（51.2％）と「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けるこ

と」（50.3％）が約５割とほぼ同率で最も多くなっている。次に、「社会参画や働ける能力を

発揮する機会が少ないこと」（41.2％）、「差別的な言動を受けること」（34.1％）と続いてい

る。 

 

 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 障害者に対する子どもの接し方、法的環境の未整備 など 

51.2

50.3

41.2

34.1

22.3

19.7

12.3

8.6

7.9

1.4

2.3

7.2

2.8

0 10 20 30 40 50 60

９ 障害に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じた配慮を受けられないこと

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

４ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと

３ 差別的な言動を受けること

８ じろじろ見られたり、避けられたりすること

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

５ 福祉施設において劣悪な処遇や虐待を受けること

６ アパート等を容易に借りることができないこと

７ スポーツ、文化活動、地域活動に気軽に参加できないこと

10 その他

11 人権問題は特にない

12 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、「男性」では、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（52.6％）

が最も多くなっている。次に、「障害に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じた配

慮を受けられないこと」（47.7％）、「社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと」

（41.9％）と続いている。一方、「女性」では、「障害に関する理解が進まないことや、障害の

特性に応じた配慮を受けられないこと」（54.1％）が最も多くなっている。次に、「就職や仕

事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（48.2％）、「社会参画や働ける能力を発揮する機

会が少ないこと」（40.5％）と続いている。 

 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「差別的な言動を受けること」（53.6％）が最も多

くなっている。次に、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（52.4％）、「障害

に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じた配慮を受けられないこと」（46.4％）と

続いている。一方、「40 歳〜59 歳」では、「障害に関する理解が進まないことや、障害の特性

に応じた配慮を受けられないこと」（56.5％）が最も多くなっている。次に、「就職や仕事の

内容・待遇で不利な扱いを受けること」（49.4％）、「社会参画や働ける能力を発揮する機会が

少ないこと」（40.5％）と続いている。また、「60 歳以上」では、「就職や仕事の内容・待遇で

不利な扱いを受けること」（50.0％）が最も多くなっている。次に、障害に関する理解が進ま

ないことや、障害の特性に応じた配慮を受けられないこと」（49.4％）、「社会参画や働ける能

力を発揮する機会が少ないこと」（43.9％）と続いている。 

 

47.7

52.6

41.9

32.2

21.9

19.1

9.4

7.9

11.2

1.8

3.6

6.1

3.3

54.1

48.2

40.5

35.8

23.2

20.4

14.4

8.8

5.2

1.0

1.3

8.0

2.3

0 10 20 30 40 50 60

９ 障害に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じた配慮を受けられないこと

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

４ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと

３ 差別的な言動を受けること

８ じろじろ見られたり、避けられたりすること

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

５ 福祉施設において劣悪な処遇や虐待を受けること

６ アパート等を容易に借りることができないこと

７ スポーツ、文化活動、地域活動に気軽に参加できないこと

10 その他

11 人権問題は特にない

12 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

46.4

52.4

37.5

53.6

33.3

23.2

8.9

6.5

4.2

1.8

0.6

3.0

0.6

56.5

49.4

40.5

30.4

22.4

15.6

11.4

11.0

7.6

0.8

0.8

7.6

2.5

49.4

50.0

43.9

26.4

16.9

21.0

14.3

8.0

10.2

1.6

4.5

8.9

4.1

0 10 20 30 40 50 60

９ 障害に関する理解が進まないことや、障害の特性に応じた配慮を受けられないこと

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

４ 社会参画や働ける能力を発揮する機会が少ないこと

３ 差別的な言動を受けること

８ じろじろ見られたり、避けられたりすること

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

５ 福祉施設において劣悪な処遇や虐待を受けること

６ アパート等を容易に借りることができないこと

７ スポーツ、文化活動、地域活動に気軽に参加できないこと

10 その他

11 人権問題は特にない

12 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問９ あなたは、日本に居住している外国人に関することがらで、現在、どのような人権

上の問題が起こっていると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以

内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 交際や関わりを避けられるなど、地域での理解や認識が十分でないこと 185 25.5% 

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること 380 52.4% 

３ 政治への参画の機会が少ないこと 114 15.7% 

４ 言語が異なるため、保健、医療、福祉、防災、教育などの日常生活に必要な情報が得にくいこと 511 70.5% 

５ 結婚を家族や親戚などから反対されること 52 7.2% 

６ アパート等への入居を拒否されること 101 13.9% 

７ ヘイトスピーチなど特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動を受けること 212 29.2% 

８ その他 13 1.8% 

９ 人権問題は特にない 23 3.2% 

10 わからない 97 13.4% 

無回答 20 2.8% 

対象 725 - 

 

日本に居住している外国人に関する人権上の問題は、「言語が異なるため、保健、医療、福

祉、防災、教育などの日常生活に必要な情報が得にくいこと」（70.5％）が約７割と最も多く

なっている。次に、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（52.4％）、「ヘイト

スピーチなど特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動を受けること」（29.2％）と続いてい

る。 

 
 
 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 技能実習制度による問題、新型コロナウイルス感染症を疑

われること など 

70.5

52.4

29.2

25.5

15.7

13.9

7.2

1.8

3.2

13.4

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

４ 言語が異なるため、保健、医療、福祉、防災、教育などの日常生活に必要な

情報が得にくいこと

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

７ ヘイトスピーチなど特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動を受けること

１ 交際や関わりを避けられるなど、地域での理解や認識が十分でないこと

３ 政治への参画の機会が少ないこと

６ アパート等への入居を拒否されること

５ 結婚を家族や親戚などから反対されること

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、「言語が異なるため、保健、医療、福祉、防災、教育などの日常生活に必要

な情報が得にくいこと」、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」で、「男性」

よりも「女性」の回答割合が高くなっている。 

 

年代別でみると、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」で、「18 歳〜39 歳」、

「40 歳〜59 歳」よりも「60 歳以上」の回答割合がやや高くなっている。 

 

64.7

49.5

28.9

24.9

15.5

13.1

10.9

3.0

5.5

13.4

2.7

76.3

54.6

30.2

25.5

15.7

14.7

4.1

0.8

1.3

12.9

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

４ 言語が異なるため、保健、医療、福祉、防災、教育などの日常生活に必要

な情報が得にくいこと

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

７ ヘイトスピーチなど特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動を受けるこ

と

１ 交際や関わりを避けられるなど、地域での理解や認識が十分でないこと

３ 政治への参画の機会が少ないこと

６ アパート等への入居を拒否されること

５ 結婚を家族や親戚などから反対されること

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

71.4

50.0

29.8

30.4

22.0

15.5

7.1

1.8

3.0

8.9

0.6

70.0

49.8

32.1

24.1

13.9

10.1

8.0

2.5

2.5

13.9

2.5

71.0

55.4

27.4

23.6

13.7

15.9

6.7

1.3

3.8

15.3

3.8
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４ 言語が異なるため、保健、医療、福祉、防災、教育などの日常生活に必

要な情報が得にくいこと

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

７ ヘイトスピーチなど特定の国籍の外国人を排斥する趣旨の言動を受ける

こと

１ 交際や関わりを避けられるなど、地域での理解や認識が十分でないこと

３ 政治への参画の機会が少ないこと

６ アパート等への入居を拒否されること

５ 結婚を家族や親戚などから反対されること

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問 10 あなたは、ＨＩＶ感染者（エイズ感染者等を含む）やその家族に関することがらで、

現在、どのような人権上の問題が起こっていると思いますか。次の中から特に切実

と考える番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること 313 43.2% 

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること 289 39.9% 

３ 治療や入院を断わられること 155 21.4% 

４ 無断でエイズ検査などをされること 51 7.0% 

５ 差別的な言動を受けること 345 47.6% 

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること 65 9.0% 

７ その他 5 0.7% 

８ 人権問題は特にない 13 1.8% 

９ わからない 246 33.9% 

無回答 25 3.4% 

対象 725 - 

 

ＨＩＶ感染者やその家族に関する人権上の問題は、「差別的な言動を受けること」（47.6％）

が約５割と最も多くなっている。次に、「結婚を家族や親戚などから反対されること」（43.2％）、

「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（39.9％）と続いている。 

 
性別でみると、男女の差は少ないものの、「結婚を家族や親戚などから反対されること」で

は、「男性」（46.5％）が「女性」（40.5％）よりも回答割合がやや高くなっている。 

 

 

その他を選択し、記入された主なもの … 病気に対する無理解 など 

47.6

43.2

39.9

21.4

9.0

7.0

0.7

1.8

33.9

3.4

0 10 20 30 40 50 60

５ 差別的な言動を受けること

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

３ 治療や入院を断わられること

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること

４ 無断でエイズ検査などをされること

７ その他

８ 人権問題は特にない

９ わからない

無回答 全体(n=725)

（％）

46.8

46.5

40.1

21.9

8.8

5.2

1.2

1.8

31.6

3.0

48.5

40.5

39.4

21.1

9.3

8.5

0.3

1.8

35.6

3.9

0 10 20 30 40 50 60

５ 差別的な言動を受けること

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

３ 治療や入院を断わられること

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること

４ 無断でエイズ検査などをされること

７ その他

８ 人権問題は特にない

９ わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「差別的な言動を受けること」（56.0％）と「結婚

を家族や親戚などから反対されること」（50.6％）が５割を超えている。「40 歳〜59 歳」では、

「差別的な言動を受けること」（51.9％）が最も多くなっている。次に、「就職や仕事の内容・

待遇で不利な扱いを受けること」（42.6％）、「結婚を家族や親戚などから反対されること」

（41.8％）と続いている。「60 歳以上」では、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受け

ること」（43.9％）、「結婚を家族や親戚などから反対されること」（40.4％）、「差別的な言動

を受けること」（40.1％）、「わからない」（38.2％）が約４割でほぼ同じ割合となっている。 

 

56.0

50.6

28.0

20.2

7.7

8.9

0.0

0.0

32.7

1.8

51.9

41.8

42.6

24.5

8.4

5.1

0.8

1.3

29.1

2.5

40.1

40.4

43.9

19.7

10.2

7.3

1.0

3.2

38.2

4.8

0 10 20 30 40 50 60

５ 差別的な言動を受けること

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

３ 治療や入院を断わられること

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること

４ 無断でエイズ検査などをされること

７ その他

８ 人権問題は特にない

９ わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問 11 あなたは、ハンセン病患者・元患者やその家族に関することがらで、現在、どのよ

うな人権上の問題が起こっていると思いますか。次の中から特に切実と考える番号

を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること 228 31.4% 

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること 226 31.2% 

３ 治療や入院を断わられること 58 8.0% 

４ ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが困難なこと 259 35.7% 

５ 差別的な言動を受けること 215 29.7% 

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること 29 4.0% 

７ ハンセン病に関する過去の個人情報が流出したこと 166 22.9% 

８ その他 8 1.1% 

９ 人権問題は特にない 25 3.4% 

10 わからない 256 35.3% 

無回答 26 3.6% 

対象 725 - 

 

ハンセン病患者・元患者やその家族に関する人権上の問題は、「ハンセン病療養所の外で自

立した生活を営むことが困難なこと」（35.7％）と「わからない」（35.3％）がほぼ同率で最も

多くなっている。次に、「結婚を家族や親戚などから反対されること」（31.4％）、「就職や仕

事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（31.2％）、「差別的な言動を受けること」（29.7％）

と続いている。 

 
 
 
その他を選択し、記入された主なもの … ハンセン病に関する無理解、正しい知識が無い など 

35.7

31.4

31.2

29.7

22.9

8.0

4.0

1.1

3.4

35.3

3.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

４ ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが困難なこと

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

５ 差別的な言動を受けること

７ ハンセン病に関する過去の個人情報が流出したこと

３ 治療や入院を断わられること

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答 全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、「男性」では、「わからない」（35.9％）が約４割と最も多くなっている。次

に、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（33.1％）、「ハンセン病療養所の

外で自立した生活を営むことが困難なこと」（32.5％）、「結婚を家族や親戚などから反対され

ること」（30.1％）と続いている。一方、「女性」では、「ハンセン病療養所の外で自立した生

活を営むことが困難なこと」（38.7％）が約４割と最も多くなっている。次に、「わからない」

（34.8％）、「結婚を家族や親戚などから反対されること」（32.7％）、「差別的な言動を受ける

こと」（30.7％）と続いている。 

 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「わからない」（39.3％）が約４割と最も多くなっ

ている。次に、「差別的な言動を受けること」（36.9％）、「ハンセン病療養所の外で自立した

生活を営むことが困難なこと」（35.7％）と続いている。「40 歳〜59 歳」では、「ハンセン病

療養所の外で自立した生活を営むことが困難なこと」（34.2％）が約３割と最も多くなってい

る。次に、「就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること」（33.3％）、「わからない」

（32.9％）と続いている。「60 歳以上」では、「ハンセン病療養所の外で自立した生活を営む

ことが困難なこと」（36.9％）が約４割と最も多くなっている。次に、「わからない」（35.0％）、

「結婚を家族や親戚などから反対されること」（34.1％）と続いている。 

 

32.5

30.1

33.1

28.0

20.1

7.9

3.6

1.2

4.3

35.9

4.6

38.7

32.7

29.1

30.7

25.3

8.2

4.1

1.0

2.8

34.8

2.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

４ ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが困難なこと

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

５ 差別的な言動を受けること

７ ハンセン病に関する過去の個人情報が流出したこと

３ 治療や入院を断わられること

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

35.7

28.0

23.2

36.9

19.6

10.1

2.4

0.6

1.8

39.3

1.2

34.2

30.8

33.3

31.6

22.8

8.9

3.0

1.3

2.5

32.9

2.5

36.9

34.1

33.8

24.2

24.8

6.4

5.4

1.3

5.1

35.0

5.4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

４ ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが困難なこと

１ 結婚を家族や親戚などから反対されること

２ 就職や仕事の内容・待遇で不利な扱いを受けること

５ 差別的な言動を受けること

７ ハンセン病に関する過去の個人情報が流出したこと

３ 治療や入院を断わられること

６ アパート等への入居や宿泊を拒否されること

８ その他

９ 人権問題は特にない

10 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問 12 あなたは、犯罪被害者やその家族に関することがらで、現在、どのような人権上の

問題が起こっていると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以内で

選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 犯罪行為によって精神的なショックを受けること 383 52.8% 

２ 犯罪行為によって経済的負担を受けること 140 19.3% 

３ 事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること 348 48.0% 

４ 相談窓口に相談しても期待どおりの結果が得られないこと 107 14.8% 

５ 捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること 147 20.3% 

６ 刑事裁判手続きに被害者の声が十分反映されないこと 89 12.3% 

７ 報道によってプライバシーが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくなること 429 59.2% 

８ 精神的、経済的な負担について周囲からの理解が不足していること 173 23.9% 

９ その他 6 0.8% 

10 人権問題は特にない 9 1.2% 

11 わからない 57 7.9% 

無回答 22 3.0% 

対象 725 - 

 

犯罪被害者やその家族に関する人権上の問題は、「報道によってプライバシーが公表された

り、取材によって私生活の平穏が保てなくなること」（59.2％）が約６割と最も多くなってい

る。次に、「犯罪行為によって精神的なショックを受けること」（52.8％）、「事件のことに関

して、周囲にうわさ話をされること」（48.0％）と続いている。 

 
 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 社会的復権が困難なこと など 

59.2

52.8

48.0

23.9

20.3

19.3

14.8

12.3

0.8

1.2

7.9

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70

７ 報道によってプライバシーが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保

てなくなること

１ 犯罪行為によって精神的なショックを受けること

３ 事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

８ 精神的、経済的な負担について周囲からの理解が不足していること

５ 捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

２ 犯罪行為によって経済的負担を受けること

４ 相談窓口に相談しても期待どおりの結果が得られないこと

６ 刑事裁判手続きに被害者の声が十分反映されないこと

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、上位３項目では、「男性」よりも「女性」の回答割合がやや高くなっている。

特に、「報道によってプライバシーが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てなくな

ること」では、「女性」が「男性」よりも 9.3ポイント高くなっている。 

 
年代別でみると、上位３項目では、「報道によってプライバシーが公表されたり、取材によ

って私生活の平穏が保てなくなること」で、「18 歳〜39 歳」と「40 歳〜59 歳」が、「60 歳以

上」よりも回答割合が 10ポイント以上高くなっている。一方、「60 歳以上」では、３項目が

約５割でほぼ拮抗している。 

 

54.4

51.1

45.9

24.3

21.3

21.3

13.1

13.4

1.2

1.2

9.7

3.0

63.7

54.1

50.3

23.5

19.6

17.8

16.2

11.3

0.5

1.3

5.9

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70

７ 報道によってプライバシーが公表されたり、取材によって私生活の

平穏が保てなくなること

１ 犯罪行為によって精神的なショックを受けること

３ 事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

８ 精神的、経済的な負担について周囲からの理解が不足していること

５ 捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

２ 犯罪行為によって経済的負担を受けること

４ 相談窓口に相談しても期待どおりの結果が得られないこと

６ 刑事裁判手続きに被害者の声が十分反映されないこと

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

64.3

58.3

52.4

22.0

15.5

20.2

15.5

13.7

0.6

1.8

4.8

0.6

67.5

53.6

47.3

23.6

19.8

17.7

14.3

13.9

1.7

0.8

5.5

2.5

50.6

49.4

46.8

25.2

23.2

20.4

14.6

10.2

0.3

1.3

11.1

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70

７ 報道によってプライバシーが公表されたり、取材によって私生活の平

穏が保てなくなること

１ 犯罪行為によって精神的なショックを受けること

３ 事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

８ 精神的、経済的な負担について周囲からの理解が不足していること

５ 捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

２ 犯罪行為によって経済的負担を受けること

４ 相談窓口に相談しても期待どおりの結果が得られないこと

６ 刑事裁判手続きに被害者の声が十分反映されないこと

９ その他

10 人権問題は特にない

11 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問 13 あなたは、ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に関することがらで、現在、どのような人

権上の問題が起こっていると思いますか。次の中から特に切実と考える番号を三つ

以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 学校、職場において差別的な言動や嫌がらせを受けること 396 54.6% 

２ 就職、職場で不利な扱いを受けること 246 33.9% 

３ 宿泊施設等の利用、店舗への入店や、住宅への入居等を拒否されること 59 8.1% 

４ 法的支援制度が整っていないこと 350 48.3% 

５ ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に対する理解が足りないこと 453 62.5% 

６ その他 5 0.7% 

７ 人権問題は特にない 19 2.6% 

８ わからない 115 15.9% 

無回答 23 3.2% 

対象 725 - 

 

ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に関する人権上の問題は、「ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に対

する理解が足りないこと」（62.5％）が約６割と最も多くなっている。次に、「学校、職場にお

いて差別的な言動や嫌がらせを受けること」（54.6％）、「法的支援制度が整っていないこと」

（48.3％）と続いている。 

 

 
 
※ＬＧＢＴＱ … 女性同性愛者（レズビアン）、男性同性愛者（ゲイ）、異性も同性も好きになる人

（バイセクシュアル）、生物学的な性と性自認が異なる人（トランスジェンダー）、性自認や性的

指向が明確でない人（クエスチョニング）の略 

 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 社会インフラが対応できていない など 

62.5

54.6

48.3

33.9

8.1

0.7

2.6

15.9

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

５ ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に対する理解が足りないこと

１ 学校、職場において差別的な言動や嫌がらせを受けること

４ 法的支援制度が整っていないこと

２ 就職、職場で不利な扱いを受けること

３ 宿泊施設等の利用、店舗への入店や、住宅への入居等を拒否されること

６ その他

７ 人権問題は特にない

８ わからない

無回答
全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、上位３項目では、「男性」よりも「女性」の回答割合が高くなっている。特

に、「ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に対する理解が足りないこと」では、「女性」が 13.8ポイ

ント高くなっている。 

 

年代別でみると、上位３項目では、「18 歳〜39 歳」が、「40 歳〜59 歳」、「60 歳以上」より

も高い回答割合となっている。特に、「学校、職場において差別的な言動や嫌がらせを受ける

こと」、「法的支援制度が整っていないこと」では、「18 歳〜39 歳」が 10ポイント以上高くな

っている。一方、「就職、職場で不利な扱いを受けること」、「わからない」では、年代が高く

なるほど回答割合が高くなっている。 

 

55.0

49.2

45.0

32.2

10.6

1.2

3.3

19.8

3.0

68.8

59.3

51.3

35.6

5.9

0.3

2.1

12.1

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

５ ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に対する理解が足りないこと

１ 学校、職場において差別的な言動や嫌がらせを受けること

４ 法的支援制度が整っていないこと

２ 就職、職場で不利な扱いを受けること

３ 宿泊施設等の利用、店舗への入店や、住宅への入居等を拒否されること

６ その他

７ 人権問題は特にない

８ わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

69.6

64.9

57.1

28.0

10.7

0.6

3.0

7.7

1.2

63.7

51.5

46.8

33.8

8.4

1.7

2.1

11.4

2.5

57.6

51.9

44.9

37.6

6.7

0.0

2.9

23.2

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

５ ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者に対する理解が足りないこと

１ 学校、職場において差別的な言動や嫌がらせを受けること

４ 法的支援制度が整っていないこと

２ 就職、職場で不利な扱いを受けること

３ 宿泊施設等の利用、店舗への入店や、住宅への入居等を拒否されること

６ その他

７ 人権問題は特にない

８ わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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質問 14 あなたは、ＳＮＳをはじめとしたインターネットによる人権侵害に関することがら

で、現在、どのような人権上の問題が起こっていると思いますか。次の中から特に

切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 他人を誹謗中傷する表現を掲載すること 627 86.5% 

２ 差別を助長する表現を掲載すること 292 40.3% 

３ 出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること 249 34.3% 

４ プライバシーに関する情報を掲載すること 325 44.8% 

５ ネットポルノが存在していること（リベンジポルノ（元交際相手等の性的な画像等を相手の同意を得ることな

くインターネットの掲示板に公表する行為）を含む） 
152 21.0% 

６ 災害時などにフェイクニュース（真実ではない情報）や誤った情報が拡散されること 251 34.6% 

７ その他 9 1.2% 

８ 人権問題は特にない 7 1.0% 

９ わからない 23 3.2% 

無回答 27 3.7% 

対象 725 - 

 

ＳＮＳをはじめとしたインターネットにおける人権上の問題は、「他人を誹謗中傷する表現

を掲載すること」（86.5％）が約９割と最も多くなっている。次に、「プライバシーに関する

情報を掲載すること」（44.8％）、「差別を助長する表現を掲載すること」（40.3％）と続いて

いる。 

 
 
 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 偽情報の拡散、発信者の責任が追求されにくいこと など 

86.5

44.8

40.3

34.6

34.3

21.0

1.2

1.0

3.2

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１ 他人を誹謗中傷する表現を掲載すること

４ プライバシーに関する情報を掲載すること

２ 差別を助長する表現を掲載すること

６ 災害時などにフェイクニュースや誤った情報が拡散されること

３ 出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

５ ネットポルノが存在していること

７ その他

８ 人権問題は特にない

９ わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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性別でみると、男女とも、「他人を誹謗中傷する表現を掲載すること」が約９割と最も多く

なっている。次に、「男性」では、「差別を助長する表現を掲載すること」（47.1％）、「プライ

バシーに関する情報を掲載すること」（43.8％）と続いている。一方、「女性」では、「プライ

バシーに関する情報を掲載すること」（46.1％）、「出会い系サイトなど犯罪を誘発する場とな

っていること」（38.9％）と続いている。 

 

年代別でみると、いずれの年代も、上位２項目は、「他人を誹謗中傷する表現を掲載するこ

と」、「プライバシーに関する情報を掲載すること」となっている。次に、「18 歳〜39 歳」、「40

歳〜59 歳」では、「差別を助長する表現を掲載すること」となっている。一方、「60 歳以上」

では、「出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること」となっている。また、「出

会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること」では、「18 歳〜39 歳」が他の年代よ

りも回答割合が 10ポイント以上低くなっている。 

 

85.1

43.8

47.1

39.2

28.9

14.6

1.5

1.5

4.0

3.3

88.1

46.1

35.1

30.9

38.9

26.0

1.0

0.5

2.3

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１ 他人を誹謗中傷する表現を掲載すること

４ プライバシーに関する情報を掲載すること

２ 差別を助長する表現を掲載すること

６ 災害時などにフェイクニュースや誤った情報が拡散されること

３ 出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

５ ネットポルノが存在していること

７ その他

８ 人権問題は特にない

９ わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

89.3

50.0

48.8

39.3

22.0

25.6

0.6

0.0

1.8

0.6

89.5

46.8

43.5

37.1

35.0

19.4

2.1

0.8

0.8

2.1

83.4

41.4

34.1

30.3

40.1

19.4

1.0

1.6

5.7

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

１ 他人を誹謗中傷する表現を掲載すること

４ プライバシーに関する情報を掲載すること

２ 差別を助長する表現を掲載すること

６ 災害時などにフェイクニュースや誤った情報が拡散されること

３ 出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

５ ネットポルノが存在していること

７ その他

８ 人権問題は特にない

９ わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

２ 様々な人権課題について 
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３ 人権侵害の経験について 
質問 15 人権侵害にあった経験について、次の質問にお答えください。 

（１）あなたは、最近５年間に自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。次の中

から番号を一つ選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ ある 120 16.6% 

２ ない  →質問 16 へ 577 79.6% 

無回答 28 3.9% 

合計 725 100.0% 

 

人権侵害にあった経験については、「ない」（79.6％）が約８割と最も多くなっている。一

方、「ある」（16.6％）は約２割となっている。 

性別でみると、男女とも、「ない」は約８割と最も多くなっている。一方、「ある」では、「男

性」（14.0％）よりも、「女性」（18.3％）の回答割合がやや高くなっている。 

年代別でみると、いずれの年代も、「ない」が７割を超え、最も多くなっている。一方、「あ

る」では、「60 歳以上」（8.9％）よりも、「18 歳〜39 歳」（21.4％）、「40 歳〜59 歳」（21.9％）

の回答割合が 10ポイント以上高くなっている。 

 
 

16.6

14.0

18.3

21.4

21.9

8.9

79.6

83.0

77.3

76.8

75.9

85.0

3.9

3.0

4.4

1.8

2.1

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ ある ２ ない 無回答

３ 人権侵害の経験について 
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質問 15 人権侵害にあった経験について、次の質問にお答えください。 

（２）（１）で「１ ある」と答えた方にお聞きします。その人権侵害はどのようなものでし

たか。次の中から特に切実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に記入してくださ

い。 
選択肢 回答数 割合 

１ 悪口を言われた、かげ口を言われた、うわさ話を流された 41 34.2% 

２ 仲間はずしされた、無視された 18 15.0% 

３ プライバシーを侵害された 18 15.0% 

４ 名誉や信用を傷つけられた、侮辱された 32 26.7% 

５ 差別的で不平等な待遇を受けた 31 25.8% 

６ 暴力を受けた、脅迫された、強要された 9 7.5% 

７ 虐待を受けた 0 0.0% 

８ ストーカー的な行為を受けた 3 2.5% 

９ セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）を受けた 6 5.0% 

10 マタニティ・ハラスメント（妊娠・出産に伴う嫌がらせ）を受けた 7 5.8% 

11 モラル・ハラスメント（言葉や態度による精神的な暴力、嫌がらせ）を受けた 43 35.8% 

12 パワー・ハラスメント（職場内の優位性を背景にしたいじめ、嫌がらせ）を受けた 47 39.2% 

13 その他 3 2.5% 

無回答 2 1.7% 

対象 120 - 

 

経験した人権侵害は、「パワー・ハラスメント（職場内の優位性を背景にしたいじめ、嫌が

らせ）を受けた」（39.2％）が約４割と最も多くなっている。次に、「モラル・ハラスメント

（言葉や態度による精神的な暴力、嫌がらせ）を受けた」（35.8％）、「悪口を言われた、かげ

口を言われた、うわさ話を流された」（34.2％）と続いている。 

 

 
 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 無言電話、子どもを産むように促されること など 

39.2

35.8

34.2

26.7

25.8

15.0

15.0

7.5

5.8

5.0

2.5

0.0

2.5

1.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

12 パワー・ハラスメントを受けた

11 モラル・ハラスメントを受けた

１ 悪口を言われた、かげ口を言われた、うわさ話を流された

４ 名誉や信用を傷つけられた、侮辱された

５ 差別的で不平等な待遇を受けた

２ 仲間はずしされた、無視された

３ プライバシーを侵害された

６ 暴力を受けた、脅迫された、強要された

10 マタニティ・ハラスメントを受けた

９ セクシュアル・ハラスメントを受けた

８ ストーカー的な行為を受けた

７ 虐待を受けた

13 その他

無回答

全体(n=120)

（％）

３ 人権侵害の経験について 



 

 38 

性別でみると、「男性」では、「パワー・ハラスメント（職場内の優位性を背景にしたいじ

め、嫌がらせ）を受けた」（47.8％）が約５割と最も多くなっている。次に、「悪口を言われ

た、かげ口を言われた、うわさ話を流された」（39.1％）、「モラル・ハラスメント（言葉や態

度による精神的な暴力、嫌がらせ）を受けた」（30.4％）と続いている。一方、「女性」では、

モラル・ハラスメント（言葉や態度による精神的な暴力、嫌がらせ）を受けた」（36.6％）が

約４割と最も多くなっている。次に、「パワー・ハラスメント（職場内の優位性を背景にした

いじめ、嫌がらせ）を受けた」（35.2％）、「悪口を言われた、かげ口を言われた、うわさ話を

流された」（31.0％）と続いている。 

 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「悪口を言われた、かげ口を言われた、うわさ話を

流された」（38.9％）が約４割と最も多くなっている。一方、「40 歳〜59 歳」では、「パワー・

ハラスメント（職場内の優位性を背景にしたいじめ、嫌がらせ）を受けた」（53.8％）が、「60

歳以上」では、「名誉や信用を傷つけられた、侮辱された」（39.3％）が最も多くなっている。 

 

47.8

30.4

39.1

26.1

28.3

19.6

13.0

10.9

0.0

2.2

0.0

0.0

2.2

0.0

35.2

36.6

31.0

28.2

23.9

12.7

16.9

5.6

9.9

7.0

4.2

0.0

2.8

2.8

0 10 20 30 40 50 60

12 パワー・ハラスメントを受けた

11 モラル・ハラスメントを受けた

１ 悪口を言われた、かげ口を言われた、うわさ話を流された

４ 名誉や信用を傷つけられた、侮辱された

５ 差別的で不平等な待遇を受けた

２ 仲間はずしされた、無視された

３ プライバシーを侵害された

６ 暴力を受けた、脅迫された、強要された

10 マタニティ・ハラスメントを受けた

９ セクシュアル・ハラスメントを受けた

８ ストーカー的な行為を受けた

７ 虐待を受けた

13 その他

無回答

男(n=46)

女(n=71)

（％）

25.0

33.3

38.9

22.2

19.4

11.1

22.2

5.6

13.9

5.6

2.8

0.0

2.8

0.0

53.8

38.5

36.5

25.0

30.8

13.5

13.5

7.7

3.8

5.8

1.9

0.0

3.8

0.0

35.7

28.6

25.0

39.3

25.0

21.4

10.7

10.7

0.0

3.6

3.6

0.0

0.0

7.1

0 10 20 30 40 50 60

12 パワー・ハラスメントを受けた

11 モラル・ハラスメントを受けた

１ 悪口を言われた、かげ口を言われた、うわさ話を流された

４ 名誉や信用を傷つけられた、侮辱された

５ 差別的で不平等な待遇を受けた

２ 仲間はずしされた、無視された

３ プライバシーを侵害された

６ 暴力を受けた、脅迫された、強要された

10 マタニティ・ハラスメントを受けた

９ セクシュアル・ハラスメントを受けた

８ ストーカー的な行為を受けた

７ 虐待を受けた

13 その他

無回答

18歳〜39歳(n=36)

40歳〜59歳(n=52)

60歳以上(n=28)

（％）

３ 人権侵害の経験について 
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質問 15 人権侵害にあった経験について、次の質問にお答えください。 

（３）その人権侵害はどのような人権問題に関わることだと思いますか。次の中から特に切

実と考える番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 同和問題（部落差別） 2 1.7% 

２ 女性 50 41.7% 

３ 子ども 15 12.5% 

４ 高齢者 17 14.2% 

５ 障害者 21 17.5% 

６ 外国人（ヘイトスピーチ、人種差別を含む） 1 0.8% 

７ ＨＩＶ感染者（エイズ感染者等を含む） 0 0.0% 

８ ハンセン病患者、元患者 0 0.0% 

９ 犯罪被害者等 4 3.3% 

10 刑を終えて出所した人等 0 0.0% 

11 中国帰国者等 0 0.0% 

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等） 12 10.0% 

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者 2 1.7% 

14 ホームレス 1 0.8% 

15 アイヌの人々 1 0.8% 

16 北朝鮮当局による人権侵害（拉致問題等） 1 0.8% 

17 東日本大震災に伴う人権問題 0 0.0% 

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む） 16 13.3% 

19 その他 43 35.8% 

無回答 9 7.5% 

対象 120 - 

 

経験した人権侵害が関わる人権問題は、「女性」（41.7％）が約４割と最も多くなっている。

次に、「その他」（35.8％）、「障害者」（17.5％）、「高齢者」（14.2％）と続いている。 

HIV感染者、ハンセン病患者、元患者、刑を終えて出所した人、中国帰国者、東日本大震災

に伴う人権問題は回答者がいなかった。 

 
 
 
※ＬＧＢＴＱ … 女性同性愛者（レズビアン）、男性同性愛者（ゲイ）、異性も同性も好きになる人

（バイセクシュアル）、生物学的な性と性自認が異なる人（トランスジェンダー）、性自認や性的

指向が明確でない人（クエスチョニング）の略 

 
その他を選択し、記入された主なもの … 宗教、仕事上・職場でのいじめ、パワハラ など 

41.7

17.5

14.2

13.3

12.5

10.0

3.3

1.7

1.7

0.8

0.8

0.8

0.8

35.8

7.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

２ 女性

５ 障害者

４ 高齢者

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）

３ 子ども

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等）

９ 犯罪被害者等

１ 同和問題（部落差別）

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

６ 外国人（ヘイトスピーチ、人種差別を含む）

14 ホームレス

15 アイヌの人々

16 北朝鮮当局による人権侵害（拉致問題等）

19 その他

無回答

全体(n=120)

（％）

３ 人権侵害の経験について 
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性別でみると、「男性」では、「その他」（50.0％）が５割と最も多くなっている。次に、「障

害者」（26.1％）、「高齢者」（19.6％）と続いている。一方、「女性」では、「女性」（62.0％）

が約６割と最も多くなっている。次に、「その他」（28.2％）、「子ども」（16.9％）と続いてい

る。 

 

年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「女性」（52.8％）が約５割と最も多くなっている。

次に、「その他」（27.8％）、「障害者」（13.9％）と「子ども」（13.9％）、「新型コロナウイルス

感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等）」（13.9％）が同率で続いている。「40 歳〜59

歳」では、「その他」（50.0％）が５割と最も多くなっている。次に、「女性」（36.5％）、「障害

者」（17.3％）と続いている。「60 歳以上」では、「高齢者」（42.9％）が約４割と最も多くな

っている。次に、「女性」（32.1％）、「その他」（25.0％）と続いている。 

 

6.5

26.1

19.6

13.0

6.5

8.7

2.2

2.2

2.2

2.2

50.0

6.5

62.0

11.3

11.3

12.7

16.9

11.3

4.2

1.4

1.4

1.4

1.4

1.4

28.2

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70

２ 女性

５ 障害者

４ 高齢者

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）

３ 子ども

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等）

９ 犯罪被害者等

１ 同和問題（部落差別）

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

６ 外国人（ヘイトスピーチ、人種差別を含む）

14 ホームレス

15 アイヌの人々

16 北朝鮮当局による人権侵害（拉致問題等）

19 その他

無回答

男(n=46)

女(n=71)

（％）

52.8

13.9

2.8

11.1

13.9

13.9

2.8

2.8

2.8

27.8

2.8

36.5

17.3

7.7

11.5

11.5

7.7

1.9

1.9

1.9

1.9

50.0

7.7

32.1

21.4

42.9

17.9

14.3

10.7

10.7

3.6

3.6

25.0

10.7

0 10 20 30 40 50 60 70

２ 女性

５ 障害者

４ 高齢者

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）

３ 子ども

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等）

９ 犯罪被害者等

１ 同和問題（部落差別）

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

６ 外国人（ヘイトスピーチ、人種差別を含む）

14 ホームレス

15 アイヌの人々

16 北朝鮮当局による人権侵害（拉致問題等）

19 その他

無回答

18歳〜39歳(n=36)

40歳〜59歳(n=52)

60歳以上(n=28)

（％）

３ 人権侵害の経験について 
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質問 15 人権侵害にあった経験について、次の質問にお答えください。 

（４）その人権侵害はどこでありましたか。次の中から番号を三つ以内で選び、右の□に記

入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 家庭 18 15.0% 

２ 地域 33 27.5% 

３ 学校 11 9.2% 

４ 職場 77 64.2% 

５ インターネット上 15 12.5% 

６ その他 7 5.8% 

無回答 4 3.3% 

対象 120 - 

 

経験した人権侵害があった場所は、「職場」（64.2％）が約６割と最も多くなっている。次

に、「地域」（27.5％）、「家庭」（15.0％）と続いている。 

 
性別でみると、上位２項目は同じ項目であるものの、３番目に多い回答は、「男性」では、

「インターネット上」（13.0％）、「女性」では「家庭」（18.3％）となっている。 

 
年代別でみると、いずれの年代も、「職場」という回答が最も多い。特に、「40 歳〜59 歳」

（71.2％）では約７割と、他の年代よりも回答割合が高くなっている。また、２番目に多い、

「地域」では、「60 歳以上」（42.9％）で約４割と、他の年代よりも回答割合が高くなってい

る。 

 
 
その他を選択し、記入された主なもの … 友人・知人、役所 など 

64.2
27.5

15.0
12.5

9.2
5.8

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

４ 職場
２ 地域
１ 家庭

５ インターネット上
３ 学校
６ その他
無回答

全体(n=120)

（％）

67.4

30.4

6.5

13.0

10.9

4.3

0.0

63.4

26.8

18.3

11.3

8.5

7.0

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

４ 職場

２ 地域

１ 家庭

５ インターネット上

３ 学校

６ その他

無回答

男(n=46)

女(n=71)

（％）

61.1

19.4

13.9

11.1

16.7

8.3

0.0

71.2

26.9

17.3

13.5

7.7

5.8

1.9

60.7

42.9

7.1

10.7

3.6

3.6

7.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

４ 職場

２ 地域

１ 家庭

５ インターネット上

３ 学校

６ その他

無回答

18歳〜39歳(n=36)

40歳〜59歳(n=52)

60歳以上(n=28)

（％）

３ 人権侵害の経験について 
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質問 15 人権侵害にあった経験について、次の質問にお答えください。 

（５）自分の人権が侵害されたと思ったとき、どのような対応をしましたか。次の中から番

号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 相手に抗議した 26 21.7% 

２ 家族に相談した 41 34.2% 

３ 友人・知人に相談した 40 33.3% 

４ 公的機関（国、県、市）の窓口や警察に相談した 12 10.0% 

５ 職場の上司、同僚、学校の先生に相談した 28 23.3% 

６ 弁護士、司法書士に相談した 3 2.5% 

７ ２～６以外の方に相談した 3 2.5% 

８ 黙って我慢した（何もできなかった） 63 52.5% 

９ その他 7 5.8% 

無回答 3 2.5% 

対象 120 - 

 

人権を侵害されたと思った時の対応は、「黙って我慢した（何もできなかった）」（52.5％）

が約５割と最も多くなっている。次に、「家族に相談した」（34.2％）、「友人・知人に相談し

た」（33.3％）と続いている。 

 
性別でみると、男女とも、「黙って我慢した（何もできなかった）」が５割を超え、最も多く

なっている。次に、「男性」では、「相手に抗議した」（32,6％）、「友人・知人に相談した」（23.9％）

と「職場の上司、同僚、学校の先生に相談した」（23.9％）が同率で続いている。一方、「女

性」では、「家族に相談した」（42.3％）、「友人・知人に相談した」（39.4％）と続いている。 

 

その他を選択し、記入された主なもの … 無視した、病院へ通院 など 

52.5

34.2

33.3

23.3

21.7

10.0

2.5

2.5

5.8

2.5

0 10 20 30 40 50 60

８ 黙って我慢した（何もできなかった）

２ 家族に相談した

３ 友人・知人に相談した

５ 職場の上司、同僚、学校の先生に相談した

１ 相手に抗議した

４ 公的機関（国、県、市）の窓口や警察に相談した

６ 弁護士、司法書士に相談した

７ ２～６以外の方に相談した

９ その他

無回答
全体(n=120)

（％）

56.5

21.7

23.9

23.9

32.6

13.0

2.2

0.0

6.5

0.0

52.1

42.3

39.4

23.9

12.7

8.5

2.8

4.2

5.6

4.2

0 10 20 30 40 50 60

８ 黙って我慢した（何もできなかった）

２ 家族に相談した

３ 友人・知人に相談した

５ 職場の上司、同僚、学校の先生に相談した

１ 相手に抗議した

４ 公的機関（国、県、市）の窓口や警察に相談した

６ 弁護士、司法書士に相談した

７ ２～６以外の方に相談した

９ その他

無回答

男(n=46)

女(n=71)

（％）

３ 人権侵害の経験について 
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年代別でみると、いずれの年代も、「黙って我慢した（何もできなかった）」が最も多くな

っている。「18 歳〜39 歳」（58.3％）と「60 歳以上」（57.1％）では約６割となるものの、「40

歳〜59 歳」（48.1％）では約５割と、回答割合が低くなっている。一方、「相手に抗議した」

では、「40 歳〜59 歳」（28.8％）では約３割となり、「18 歳〜39 歳」（11.1％）、「60 歳以上」

（17.9％）よりも回答割合が高くなっている。 

 

58.3

41.7

33.3

25.0

11.1

2.8

0.0

0.0

8.3

0.0

48.1

34.6

36.5

28.8

28.8

11.5

0.0

1.9

1.9

1.9

57.1

25.0

25.0

14.3

17.9

17.9

10.7

7.1

10.7

7.1

0 10 20 30 40 50 60

８ 黙って我慢した（何もできなかった）

２ 家族に相談した

３ 友人・知人に相談した

５ 職場の上司、同僚、学校の先生に相談した

１ 相手に抗議した

４ 公的機関（国、県、市）の窓口や警察に相談した

６ 弁護士、司法書士に相談した

７ ２～６以外の方に相談した

９ その他

無回答

18歳〜39歳(n=36)

40歳〜59歳(n=52)

60歳以上(n=28)

（％）

３ 人権侵害の経験について 
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４ 市の人権教育・啓発について 
質問 16 人権意識の高揚やさまざまな人権課題の解決をめざして、地域、学校、ＰＴＡ、職

場などの各種団体で研修会（講演会を含む）が開催されています。研修会への参加

について、次の質問にお答えください。 

（１）あなたは、最近５年間にどのような団体の研修会へ参加したことがありますか。次の

中から番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 地域での研修会 101 13.9% 

２ 学校やＰＴＡの研修会 65 9.0% 

３ 職場での研修会 140 19.3% 

４ 市（市立公民館での研修会などを含む。）の研修会 41 5.7% 

５ 企業人権教育推進協議会の研修会 13 1.8% 

６ その他 10 1.4% 

７ わからない 32 4.4% 

８ 出席したことがない 433 59.7% 

無回答 14 1.9% 

対象 725 - 

 

最近５年間に参加した人権に関する研修会は、「出席したことがない」（59.7％）が約６割

と最も多くなっている。次に、「職場での研修会」（19.3％）、「地域での研修会」（13.9％）と

続いている。 

 
性別でみると、男女とも、「出席したことがない」が最も多くなっているものの、「男性」

（54.1％）よりも「女性」（64.4％）の回答割合がやや高くなっている。また、「学校やＰＴＡ

の研修会」でも、「女性」の回答割合が高くなっている。一方、「職場での研修会」、「地域での

研修会」では、「男性」の回答割合が高くなっている。 

 

 

その他を選択し、記入された主なもの … NPO による研修会、資格取得の際 など 

19.3

13.9

9.0

5.7

1.8

1.4

4.4

59.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

３ 職場での研修会

１ 地域での研修会

２ 学校やＰＴＡの研修会

４ 市（市立公民館での研修会などを含む。）の研修会

５ 企業人権教育推進協議会の研修会

６ その他

７ わからない

８ 出席したことがない

無回答

全体(n=725)

（％）

25.2

17.6

7.0

6.4

2.4

1.2

4.3

54.1

1.5

14.7

10.8

10.8

4.6

1.0

1.5

4.4

64.4

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

３ 職場での研修会

１ 地域での研修会

２ 学校やＰＴＡの研修会

４ 市（市立公民館での研修会などを含む。）の研修会

５ 企業人権教育推進協議会の研修会

６ その他

７ わからない

８ 出席したことがない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

４ 市の人権教育・啓発について 
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年代別でみると、いずれの年代も、「出席したことがない」が最も多くなっている。「18 歳

〜39 歳」（67.9％）、「60 歳以上」（64.0％）では６割を超え、「40 歳〜59 歳」（48.5％）より

も高い回答割合となっている。また、「職場での研修会」では「40 歳〜59 歳」で、「地域での

研修会」では「40 歳〜59 歳」と「60 歳以上」で、「学校やＰＴＡの研修会」では「18 歳〜39

歳」と「40 歳〜59 歳」で、「市（市立公民館での研修会などを含む。）の研修会」では「60 歳

以上」で、他の年代よりも回答割合が高くなっている。 

 

 

17.9

2.4

10.7

0.6

1.8

0.6

3.6

67.9

1.2

28.7

15.6

15.2

3.0

0.8

1.3

4.2

48.5

0.8

13.4

18.8

3.5

9.9

2.2

1.9

5.1

64.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

３ 職場での研修会

１ 地域での研修会

２ 学校やＰＴＡの研修会

４ 市（市立公民館での研修会などを含む。）の研修会

５ 企業人権教育推進協議会の研修会

６ その他

７ わからない

８ 出席したことがない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

４ 市の人権教育・啓発について 
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質問 16 人権意識の高揚やさまざまな人権課題の解決をめざして、地域、学校、ＰＴＡ、職

場などの各種団体で研修会（講演会を含む）が開催されています。研修会への参加

について、次の質問にお答えください。 

（２）（１）で「出席したことがある方」にお聞きします。研修会に参加したのはどのような

理由からですか。次の中から番号を一つ選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 関心があったから 69 25.6% 

２ 家族や友人などに誘われたから 13 4.8% 

３ 役員だから 107 39.6% 

４ その他 73 27.0% 

無回答 8 3.0% 

合計 270 100.0% 

 

研修会に参加した理由は、「役員だから」（39.6％）が約４割と最も多くなっている。次に、

「その他」（27.0％）、「関心があったから」（25.6％）と続いている。 

 
性別でみると、男女とも、「役員だから」が約４割と最も多くなっている。次に、「男性」で

は、「その他」（32.9％）、「関心があったから」（21.0％）と続いている。一方、「女性」では、

「関心があったから」（30.4％）、「その他」（20.8％）と続いている。 

 
年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「その他」（45.8％）が約５割と最も多くなってい

る。次に、「関心あったから」（33.3％）、「役員だから」（16.7％）と続いている。「40 歳〜59

歳」では、「役員だから」（41.7％）が約４割と最も多くなっている。次に、「その他」（26.1％）、

「関心があったから」（24.3％）と続いている。「60 歳以上」では、「役員だから」（47.6％）

が約５割と最も多くなっている。次に、「関心があったから」（22.9％）、「その他」（20.0％）

と続いている。 

 
その他を選択し、記入された主なもの … 会社の指示・要請、職場での研修 など 

39.6

25.6

4.8

27.0

3.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

３ 役員だから

１ 関心があったから

２ 家族や友人などに誘われたから

４ その他

無回答 全体(n=270)

（％）

38.5

21.0

5.6

32.9

2.1

40.8

30.4

4.0

20.8

4.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

３ 役員だから

１ 関心があったから

２ 家族や友人などに誘われたから

４ その他

無回答

男(n=143)

女(n=125)

（％）

16.7

33.3

2.1

45.8

2.1

41.7

24.3

6.1

26.1

1.7

47.6

22.9

4.8

20.0

4.8

0 10 20 30 40 50

３ 役員だから

１ 関心があったから

２ 家族や友人などに誘われたから

４ その他

無回答

18歳〜39歳(n=48)
40歳〜59歳(n=115)
60歳以上(n=105)

（％）

４ 市の人権教育・啓発について 
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質問 16 人権意識の高揚やさまざまな人権課題の解決をめざして、地域、学校、ＰＴＡ、職

場などの各種団体で研修会（講演会を含む）が開催されています。研修会への参加

について、次の質問にお答えください。 

（３）（１）で「出席したことがない方」にお聞きします。研修会に参加しなかったのはどのよ

うな理由からですか。次の中から番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 仕事や家事などで忙しく時間がとれないから 123 28.4% 

２ 研修会が開催されていることを知らなかったから 269 62.1% 

３ 他人の人権を侵害したこともないし理解しているから 109 25.2% 

４ 自分には関係のない問題だから 39 9.0% 

５ その他 22 5.1% 

無回答 17 3.9% 

対象 433 - 

 

研修会に参加しなかった理由は、「研修会が開催されていることを知らなかったから」

（62.1％）が約６割と最も多くなっている。次に、「仕事や家事などで忙しく時間がとれない

から」（28.4％）、「他人の人権を侵害したこともないし理解しているから」（25.2％）と続い

ている。 

 
性別でみると、男女とも、「研修会が開催されていることを知らなかったから」が約６割と

最も多くなっている。次に、「男性」では「他人の人権を侵害したこともないし理解している

から」（28.1％）が、「女性」では「仕事や家事などで忙しく時間がとれないから」（30.4％）

が続いている。 

 
年代別でみると、いずれの年代も、「研修会が開催されていることを知らなかったから」が

最も多くなっている。特に、「18 歳〜39 歳」（77.2％）では、約８割となっている。また、「他

人の人権を侵害したこともないし理解しているから」では、「60 歳以上」（42.3％）で、他の

年代よりも回答割合が高くなっている。 

 
その他を選択し、記入された主なもの … 研修会の意味を感じないから など 

62.1

28.4

25.2

9.0

5.1

3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

２ 研修会が開催されていることを知らなかったから

１ 仕事や家事などで忙しく時間がとれないから

３ 他人の人権を侵害したこともないし理解しているから

４ 自分には関係のない問題だから

５ その他

無回答

全体(n=433)

（％）

62.4

24.7

28.1

10.1

3.4

3.4

62.0

30.4

23.2

8.4

6.4

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

２ 研修会が開催されていることを知らなかったから

１ 仕事や家事などで忙しく時間がとれないから

３ 他人の人権を侵害したこともないし理解しているから

４ 自分には関係のない問題だから

５ その他

無回答

男(n=178)

女(n=250)

（％）

77.2

30.7

4.4

4.4

4.4

4.4

57.4

37.4

15.7

10.4

5.2

5.2

56.2

21.9

42.3

10.9

5.5

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

２ 研修会が開催されていることを知らなかったから

１ 仕事や家事などで忙しく時間がとれないから

３ 他人の人権を侵害したこともないし理解しているから

４ 自分には関係のない問題だから

５ その他

無回答

18歳〜39歳(n=114)

40歳〜59歳(n=115)

60歳以上(n=201)

（％）

４ 市の人権教育・啓発について 



 

 48 

質問 17 あなたは、最近１年間に家庭、地域、職場などで、さまざまな人権について話し合

ったり、話題にしたりしたことがありますか。次の中から番号を一つ選び、右の□

に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 時間をとって話し合ったことがある 52 7.2% 

２ 食事や休憩などのときに話題にしたことがある 349 48.1% 

３ 関心がないので話題にしたことはない 76 10.5% 

４ なるべくふれないようにしている 54 7.4% 

５ 覚えていない 162 22.3% 

無回答 32 4.4% 

合計 725 100.0% 

 

最近１年間に家庭、地域、職場などで、人権について話題にしたかについては、「食事や休

憩などのときに話題にしたことがある」（48.1％）が約５割と最も多くなっている。次に、「覚

えていない」（22.3％）、「関心がないので話題にしたことはない」（10.5％）と続いている。 

 

性別でみると、男女とも、「食事や休憩などのときに話題にしたことがある」が最も多くな

っているものの、「男性」（41.9％）よりも「女性」（53.9％）の回答割合が高くなっている。

一方、「関心がないので話題にしたことはない」では、「女性」（7.5％）よりも「男性」（14.0％）

の回答割合がやや高くなっている。 

 
年代別でみると、いずれの年代も、「食事や休憩などのときに話題にしたことがある」が最

も多くなっているものの、「18 歳〜39 歳」（47.0％）、「60 歳以上」（45.9％）よりも「40 歳〜

59 歳」（52.7％）の回答割合がやや高くなっている。 

 

48.1

10.5

7.2

7.4

22.3

4.4

0 10 20 30 40 50 60

２ 食事や休憩などのときに話題にしたことがある

３ 関心がないので話題にしたことはない

１ 時間をとって話し合ったことがある

４ なるべくふれないようにしている

５ 覚えていない

無回答 全体(n=725)

41.9

14.0

9.1

7.9

24.0

3.0

53.9

7.5

5.7

7.0

20.6

5.4

0 10 20 30 40 50 60

２ 食事や休憩などのときに話題にしたことがある

３ 関心がないので話題にしたことはない

１ 時間をとって話し合ったことがある

４ なるべくふれないようにしている

５ 覚えていない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

47.0

10.7

7.1

7.7

26.8

0.6

52.7

7.6

11.4

5.5

19.4

3.4

45.9

12.7

4.1

8.6

22.0

6.7

0 10 20 30 40 50 60

２ 食事や休憩などのときに話題にしたことがある

３ 関心がないので話題にしたことはない

１ 時間をとって話し合ったことがある

４ なるべくふれないようにしている

５ 覚えていない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

４ 市の人権教育・啓発について 
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質問 18 児童・生徒が、差別や偏見を自分のこととしてとらえ、人権問題について正しく理

解し、豊かな人権感覚を身に付けるため、小・中学校では、日常的な人権教育の充

実に取り組んでいます。 

このことについて、あなたのお考えに近いものはどれですか。次の中から番号を一

つ選び、右の□に記入してください。また、３・４を選択された方は、併せてその

理由も記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ もっと積極的に取り組んだ方がよい 419 57.8% 

２ 現在のままでよい 188 25.9% 

３ あまり取り組まない方がよい →下に理由を記入してください 15 2.1% 

４ 取り組まない方がよい →下に理由を記入してください 5 0.7% 

５ わからない 83 11.4% 

無回答 15 2.1% 

合計 725 100.0% 

 

小・中学校で実施されている日常的な人権教育については、「もっと積極的に取り組んだ方

がよい」（57.8％）が約６割と最も多くなっている。次に、「現在のままでよい」（25.9％）、

「わからない」（11.4％）と続いている。 

性別でみると、男女とも、「もっと積極的に取り組んだ方がよい」が約６割と最も多くなっ

ている。 

年代別でみると、いずれの年代も、「もっと積極的に取り組んだ方がよい」が最も多くなっ

ている。特に、「18 歳〜39 歳」（70.2％）では約７割となり、年代が低くなるほど、回答割合

が高くなっている。一方、「現在のままでよい」では、年代が高くなるほど、回答割合が高く

なっている。 

 
 
「あまり取り組まない方がよい」の主な理由 … 教育で取り上げることが逆効果、教育内容に疑問 
                      大人を教育すべき など 
「取り組まない方がよい」の主な理由 … 教育が一方的、身近な大人が模範となるべき など 

57.8

55.3

59.8

70.2

59.9

49.7

25.9

28.6

24.0

19.6

26.2

29.3

2.1

2.4

1.8

1.8

3.0

1.6

0.7

1.2

0.3

0.6

0.4

1.0

11.4

10.6

11.9

7.1

9.3

15.3

2.1

1.8

2.3

0.6

1.3

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ もっと積極的に取り組んだ方がよい ２ 現在のままでよい

３ あまり取り組まない方がよい ４ 取り組まない方がよい

５ わからない 無回答

４ 市の人権教育・啓発について 
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質問 19 地域（住民自治協議会など）、学校（ＰＴＡ）、職場などで取り組んでいる社会人権

教育について、あなたのお考えに近いものはどれですか。 

次の中から番号を一つ選び、右の□に記入してください。また、３・４を選択され

た方は、併せてその理由も記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ もっと積極的に取り組んだ方がよい 337 46.5% 

２ 現在のままでよい 247 34.1% 

３ あまり取り組まない方がよい →下に理由を記入してください 4 0.6% 

４ 取り組まない方がよい →下に理由を記入してください 7 1.0% 

５ わからない 109 15.0% 

無回答 21 2.9% 

合計 725 100.0% 

 

地域、学校、職場での社会人権教育については、「もっと積極的に取り組んだ方がよい」

（46.5％）が約５割と最も多くなっている。次に、「現在のままでよい」（34.1％）、「わからな

い」（15.0％）と続いている。 

性別でみると、男女とも、ほぼ同じ傾向になっている。 

年代別でみると、いずれの年代も、「もっと積極的に取り組んだ方がよい」が最も多くなっ

ている。特に、「18 歳〜39 歳」（63.7％）では約６割となり、年代が低くなるほど、回答割合

が高くなっている。一方、「現在のままでよい」では、年代が高くなるほど、回答割合が高く

なっている。 

 
 
「あまり取り組まない方がよい」の主な理由 … 自分で解決すべき、身近な差別の解消を優先すべき 

など 
「取り組まない方がよい」の主な理由 … 情操教育を重視すべき、自然になくなるもの など 
 

46.5

46.2

46.6

63.7

47.7

36.6

34.1

34.7

33.8

23.2

36.3

38.2

0.6

0.9

0.3

0.0

0.4

1.0

1.0

1.5

0.5

1.2

0.8

1.0

15.0

14.3

15.7

11.3

13.1

18.5

2.9

2.4

3.1

0.6

1.7

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=725)

男(n=329)

女(n=388)

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

性
別

年
代

１ もっと積極的に取り組んだ方がよい ２ 現在のままでよい

３ あまり取り組まない方がよい ４ 取り組まない方がよい

５ わからない 無回答

４ 市の人権教育・啓発について 
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５ 人権課題解決のための方策について 
質問 20 あなたは、人権啓発を推進するために市民に対してどのような啓発活動が効果的で

あると思いますか。次の中から番号を三つ以内で選び、右の□に記入してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 講演会の開催 220 30.3% 

２ 地域、職場などでの少人数の研修会の開催 255 35.2% 

３ テレビ、ラジオ放送 394 54.3% 

４ 啓発ビデオ・ＤＶＤの貸し出し 33 4.6% 

５ 広報紙への掲載 281 38.8% 

６ ホームページへの掲載 115 15.9% 

７ リーフレットの配布 86 11.9% 

８ ポスター・標語・作文の募集や掲示 156 21.5% 

９ その他 43 5.9% 

10 わからない 75 10.3% 

無回答 17 2.3% 

対象 725 - 

 

人権啓発推進のための市民への効果的な啓発活動は、「テレビ、ラジオ放送」（54.3％）が

約５割と最も多くなっている。次に、「広報紙への掲載」（38.8％）、「地域、職場などでの少人

数の研修会の開催」（35.2％）と続いている。 

 
性別でみると、男女とも同じ傾向になっているものの、「テレビ、ラジオ放送」、「広報紙へ

の掲載」、「地域、職場などでの少人数の研修会の開催」では、「男性」よりも「女性」の回答

割合がやや高くなっている。 

 
 

その他を選択し、記入された主なもの … SNS・ツイッターなどでの発信、学校教育、新聞での啓蒙 など 

54.3

38.8

35.2

30.3

21.5

15.9

11.9

4.6

5.9

10.3

2.3

0 10 20 30 40 50 60

３ テレビ、ラジオ放送

５ 広報紙への掲載

２ 地域、職場などでの少人数の研修会の開催

１ 講演会の開催

８ ポスター・標語・作文の募集や掲示

６ ホームページへの掲載

７ リーフレットの配布

４ 啓発ビデオ・ＤＶＤの貸し出し

９ その他

10 わからない

無回答
全体(n=725)

（％）

52.3

33.7

32.8

31.9

21.6

16.1

12.5

5.5

7.3

11.2

1.8

56.2

43.3

37.4

29.4

21.9

15.7

11.3

3.6

4.9

9.0

2.8

0 10 20 30 40 50 60

３ テレビ、ラジオ放送

５ 広報紙への掲載

２ 地域、職場などでの少人数の研修会の開催

１ 講演会の開催

８ ポスター・標語・作文の募集や掲示

６ ホームページへの掲載

７ リーフレットの配布

４ 啓発ビデオ・ＤＶＤの貸し出し

９ その他

10 わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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年代別でみると、いずれの年代も、「テレビ、ラジオ放送」が最も多い回答となっている。

次に、「18 歳〜39 歳」、「40 歳〜59 歳」では、「地域、職場などでの少人数の研修会の開催」、

「広報紙への掲載」と続いている。一方、「60 歳以上」では、「広報紙への掲載」、「講演会の

開催」と続いている。 

 

 

57.1

32.7

35.1

28.0

26.8

20.8

10.7

2.4

10.1

8.3

0.6

51.5

34.2

40.5

26.6

20.7

20.3

11.8

2.5

7.6

8.4

2.1

55.4

45.5

31.8

34.7

19.7

9.9

12.7

7.0

2.5

12.4

3.2

0 10 20 30 40 50 60

３ テレビ、ラジオ放送

５ 広報紙への掲載

２ 地域、職場などでの少人数の研修会の開催

１ 講演会の開催

８ ポスター・標語・作文の募集や掲示

６ ホームページへの掲載

７ リーフレットの配布

４ 啓発ビデオ・ＤＶＤの貸し出し

９ その他

10 わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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質問 21 あなたは、今後さまざまな人権課題の解決に向けて、市はどのようなことに力を入

れていけばよいと思いますか。次の中から番号を三つ以内で選び、右の□に記入し

てください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 学校での人権教育の充実 414 57.1% 

２ 地域、ＰＴＡ、職場などでの人権教育の充実 239 33.0% 

３ 人権意識を高め、人権への理解を深めるための啓発活動の充実 179 24.7% 

４ 人権に関する情報収集と情報提供 203 28.0% 

５ 人権課題に対応する専門の相談機関の充実 291 40.1% 

６ 人権が侵害されたときの救済、支援の充実 460 63.4% 

７ その他 15 2.1% 

８ わからない 41 5.7% 

無回答 12 1.7% 

対象 725 - 

 

人権課題の解決に向けた市の取り組みとしては、「人権が侵害されたときの救済、支援の充

実」（63.4％）が約６割と最も多くなっている。次に、「学校での人権教育の充実」（57.1％）、

「人権課題に対応する専門の相談機関の充実」（40.1％）と続いている。 

 
性別でみると、男女とも、ほぼ同じ傾向になっているものの、「人権が侵害されたときの救

済、支援の充実」、「学校での人権教育の充実」、「人権課題に対応する専門の相談機関の充実」、

「地域、ＰＴＡ、職場などでの人権教育の充実」では、「男性」よりも「女性」の回答割合が

やや高くなっている。 

 

 

その他を選択し、記入された主なもの … SNS などでの発信、道徳教育、人権侵害をした人へのカウ

ンセリング など 

63.4

57.1

40.1

33.0

28.0

24.7

2.1

5.7

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70

６ 人権が侵害されたときの救済、支援の充実

１ 学校での人権教育の充実

５ 人権課題に対応する専門の相談機関の充実

２ 地域、ＰＴＡ、職場などでの人権教育の充実

４ 人権に関する情報収集と情報提供

３ 人権意識を高め、人権への理解を深めるための啓発活動の充実

７ その他

８ わからない

無回答
全体(n=725)

（％）

60.5

55.9

36.8

31.9

29.8

25.8

2.4

6.7

0.9

67.0

58.2

43.6

33.8

26.3

22.9

1.8

4.6

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

６ 人権が侵害されたときの救済、支援の充実

１ 学校での人権教育の充実

５ 人権課題に対応する専門の相談機関の充実

２ 地域、ＰＴＡ、職場などでの人権教育の充実

４ 人権に関する情報収集と情報提供

３ 人権意識を高め、人権への理解を深めるための啓発活動の充実

７ その他

８ わからない

無回答

男(n=329)

女(n=388)

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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年代別でみると、「18 歳〜39 歳」では、「学校での人権教育の充実」（66.1％）が約７割と

最も多くなっている。次に、「人権が侵害されたときの救済、支援の充実」（59.5％）、「人権課

題に対応する専門の相談機関の充実」（40.5％）と続いている。「40 歳〜59 歳」、「60 歳以上」

では、「人権が侵害されたときの救済、支援の充実」が約７割と最も多くなっている。次に、

「学校での人権教育の充実」、「人権課題に対応する専門の相談機関の充実」と続いている。 

 

59.5

66.1

40.5

31.5

31.5

19.6

3.0

3.0

0.6

65.4

51.5

43.0

34.2

25.7

22.8

2.5

5.9

2.1

65.0

57.0

38.2

33.1

28.0

28.0

1.3

6.7

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

６ 人権が侵害されたときの救済、支援の充実

１ 学校での人権教育の充実

５ 人権課題に対応する専門の相談機関の充実

２ 地域、ＰＴＡ、職場などでの人権教育の充実

４ 人権に関する情報収集と情報提供

３ 人権意識を高め、人権への理解を深めるための啓発活動の充実

７ その他

８ わからない

無回答

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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質問 22 あなたは、さまざまな人権課題がある中で、市はどのような人権課題の解決に力を

入れていけばよいと思いますか。次の中から番号を三つ以内で選び、右の□に記入

してください。 
選択肢 回答数 割合 

１ 同和問題（部落差別） 88 12.1% 

２ 女性 151 20.8% 

３ 子ども 345 47.6% 

４ 高齢者 142 19.6% 

５ 障害者 287 39.6% 

６ 外国人（ヘイトスピーチ、人種差別を含む） 60 8.3% 

７ ＨＩＶ感染者（エイズ感染者等を含む） 6 0.8% 

８ ハンセン病患者、元患者 4 0.6% 

９ 犯罪被害者等 63 8.7% 

10 刑を終えて出所した人等 19 2.6% 

11 中国帰国者等 5 0.7% 

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題（誹謗中傷、いじめ等） 208 28.7% 

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者 82 11.3% 

14 ホームレス 26 3.6% 

15 アイヌの人々 5 0.7% 

16 北朝鮮当局による人権侵害（拉致問題等） 36 5.0% 

17 東日本大震災に伴う人権問題 12 1.7% 

18 インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む） 319 44.0% 

19 その他 16 2.2% 

20 わからない 39 5.4% 

無回答 11 1.5% 

対象 725 - 

 

市が力を入れるべき人権課題は、「子ども」（47.6％）が約５割と最も多くなっている。次

に、「インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）」（44.0％）、「障害者」（39.6％）と続い

ている。 

 

 
※ＬＧＢＴＱ … 女性同性愛者（レズビアン）、男性同性愛者（ゲイ）、異性も同性も好きになる人

（バイセクシュアル）、生物学的な性と性自認が異なる人（トランスジェンダー）、性自認や性的

指向が明確でない人（クエスチョニング）の略 

 
その他を選択し、記入された主なもの … 全て、人権教育の充実、発達障害 など 

47.6

44.0

39.6

28.7

20.8

19.6

12.1

11.3

8.7

8.3

5.0

3.6

2.6

1.7

0.8

0.7

0.7

0.6

2.2

5.4

1.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

３ 子ども

18 インターネットによる人権侵害

５ 障害者

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題

２ 女性

４ 高齢者

１ 同和問題

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

９ 犯罪被害者等

６ 外国人

16 北朝鮮当局による人権侵害

14 ホームレス

10 刑を終えて出所した人等

17 東日本大震災に伴う人権問題

７ ＨＩＶ感染者

11 中国帰国者等

15 アイヌの人々

８ ハンセン病患者、元患者

19 その他

20 わからない

無回答

全体(n=725)

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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性別でみると、「男性」では、「インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）」（48.6％）

が約５割と最も多くなっている。次に、「子ども」（39.8％）、「障害者」（37.7％）と続いてい

る。一方、「女性」では、「子ども」（54.4％）が約５割と最も多くなっている。次に、「障害者」

（41.0％）、「インターネットによる人権侵害（ＳＮＳを含む）」（40.2％）と続いている。「同

和問題」では、「女性」よりも「男性」の回答割合が高くなっている。また、「子ども」、「女

性」では、「男性」よりも「女性」の回答割合が高くなっている。 

 

年代別でみると、いずれの年代も、上位３項目は同じ内容となっている。「障害者」では、

年代が高くなるほど、回答割合が高くなっている。「新型コロナウイルス感染症に関する人権

問題（誹謗中傷、いじめ等）」、「女性」では「18 歳〜39 歳」と「40 歳〜59 歳」が、「高齢者」

では「60 歳以上」が、「ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者」では「18 歳〜39 歳」が、他の年代よ

りも高い回答割合となっている。 

 

39.8

48.6

37.7

29.8

17.0

18.8

17.6

10.9

10.6

10.3

54.4

40.2

41.0

27.8

23.7

20.6

7.5

11.9

7.2

6.7

0 10 20 30 40 50 60

３ 子ども

18 インターネットによる人権侵害

５ 障害者

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題

２ 女性

４ 高齢者

１ 同和問題

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

９ 犯罪被害者等

６ 外国人

男(n=329)

女(n=388)

（％）

50.6

44.0

33.3

32.7

25.6

13.1

8.9

26.2

12.5

9.5

46.8

43.5

38.0

32.5

24.5

14.3

12.2

11.4

7.2

8.0

47.1

44.6

43.9

23.9

15.6

27.1

14.0

3.5

7.6

8.0

0 10 20 30 40 50 60

３ 子ども

18 インターネットによる人権侵害

５ 障害者

12 新型コロナウイルス感染症に関する人権問題

２ 女性

４ 高齢者

１ 同和問題

13 ＬＧＢＴＱ※等の性的少数者

９ 犯罪被害者等

６ 外国人

18歳〜39歳(n=168)

40歳〜59歳(n=237)

60歳以上(n=314)

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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質問 23 人権政策全般についてご意見がありましたら、お聞かせください。 

選択肢 回答数 割合 

文章あり 158 21.8% 

文章無し 567 78.2% 

合計 725 100.0% 

 
人権政策全般についての意見は、158 人、21.8％が記入している。記入された内容を類型化

してみると、「差別に対する考え」（24.1％）が最も多い。次に、「子どもに関すること」（19.6％）、

「人権政策について」（19.0％）と続いている。 

 

 

 

24.1

19.6

19.0

17.7

17.7

17.1

12.0

10.8

8.2

7.6

6.3

5.1

4.4

2.5

2.5

0 5 10 15 20 25 30

差別に対する考え

子どもに関すること

人権政策について

人権に関する考え

自分のこととして受け止める

人権教育について

人権問題に関する考え

同和問題について

いじめについて

人権侵害について

インターネット・SNSについて

相談に関すること

支援策について

家庭での対応について

その他

全体(n=158）

（％）

５ 人権課題解決のための方策について 
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զଚ֪֘౦ኁಡྔ௮է ֭֓։৪փզଚ֪֘౦ኁಡྔ௮է ֭֓։৪փ

२ ࡔ

Ӡॉዻ֪֮႘֊౦ท֪֓ጫशՒ ֓בփ֞֟Ւ ୴֎։፵֖එֽ֑֘Փ

Ӡ౦֦֮Ւ զָ֥֧֖֥֭֘ໞഓ֔Ւ ሟ֊֩ภঊבຽ֧֦֒ነ֎ഉ

ཝ֎էבփೂवׇ־ ଚทప֭ৰጫႪ֧֖Ւב ዻy֩ଚड༎֭शଂ֪୶֥Ւ ౦ኁ֭

ॉዻ֧ࡴ֧֢֥֩౮పב෮ු֖֥։ֽ֘Փ

Ӡ֭֒ྔ௮֮Ւ զଚէ ֪֣փ֥։֖֞֙֬Ւ ցׅ௭ᇠ֭׀֞֘֎֩בௗଢ଼֭౦֭

ଚੱࡱՔᄇঊ၌בಲ౮֖֥փ֎එ֦ৰ֩ಃፍׁ֧֦֭֩֘Փ፭Ꭼ㕳Ⴉ㕸ଈӻԀ႘ଵఓՒ

౦ၾ֪։ഉփ֭ ӻԂ එࡒఄ ԂӺ ఄቴተ֭౦ኁ֭ॉዻ֊ཌྷ ӼӶӺӺӺ בႩ፼ׇ֪Ւ Ⴉ

༉ᇠ֪ኅఢׇ֥֢֪ࡡ֥֚֯փ֞֟փ֞ཨ֭։ࡴ֧֖֥։৪փׁ֦֭֘֘Փ ֭֒ྔ௮

ᅲַ֭ႚ֮Ւ ց֥֪֭֓։৪փփֽ֖֞֘Փ

Ӡ֩։Ւ ֭֒ྔ௮֮ኅ֦பփՒ ։းևָ֥֮֘ཏ֪མহևՒ ျ૱֪ശጫ֖֞එ

֦ᇀืֽ֖֘Փ ௗଢ଼֭౮ప෮ු׃ᄇ֪֭֞׀ౚዿ֖Ւ ആ૱ଅऐ֧֖֥୰ᅳ֧֮֘֒ց

ֽ֘Ւ षးೄ֭ሑ֪֓ኒᎱב։֊ࡴ֧֮֒֘โ֓֕փֽ֦֚֭גՒ ጴྞ֩֓ଣב։

ᇍ֊֚֎֟֔փՓ

Ӡ։ር֖փ֧֒Ւ ་ᇥ։ב։֊ֽ֖֘Ւ ྔ௮֭ೡ౯֓בጫशփ֞֟Ւ ֓֎

֟֔փׇֽ֘օ։৪փփֽ֖֞֘Փ

፭Ꭼ㕳Ⴉ㕹ଈ

ྙӨኾӨ౦ӨྙӠӠइӨဿӨਵӨየ

ƉႚƠŷƔƘƛƣſ৪Ź

ſးŽƤbဴƛƤƳǀᄮǇb็ኴ໊ࢌƣषးጡƭſിƂƄƕƊŹc

ゃƒƣやƠဴƛƤƳǀƹ�ǈƕጫዡ�ƠƙŹƛbſǇſƀƆ

ƌƳƎƁ�aa�ၾ့ƠƟǀƮƄભƠႚƌƛƄƕƊŹc

ᆪƣሑƕƆſးŽŹƔƕƄ็ኴƷŷƿƳƎcࡴ

ƉႚŹƔƕƂƳƌƔྔ௮ᅲƤb၍ᆫƣᇪමዿᆫ္ƠႚǁbโǇƾ

ƏƠ፭ᎬĪႩ �� ଈ �� ႘ 
 ኪ � ƳƜƠȈǤǳƠဨჹƌƛƄƕƊŹc

¹

¹

¹

¹

ƈƣྔ௮ƠƙŹƛƣſኴŹǄƐƤ

ྙኾ౦དࡰf౦ኁภঊᆪaଚfཌྷ၍ౄबड

1

ဃaaᎭgĩĩīĬħĪĩ�ྞྫྷ�

ȀǌǚǤgĩĩīĮĬīĮ�ƳƜſ৪ŹƌƳƎc
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2

ĨaଚƭƣƠƙŹƛĨaଚƭƣƠƙŹƛ

ಱኴ㕱Ӡց֮֩֞ զଚէ ֪֣փ֥Ւ ׇ֭֨օ֩ࡽඉבಏ֢֥փֽ֘֊Փ ֭ ӡ㕱ӢՒ ӡ㕲Ӣ ֭֝֜

ӠӠӠӠӠ֪֣փ֥Ւ ց֭֩֞ணև֪ઝփׁ֦֭֮֨֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֪¿֭ࢌ

ӠӠӠӠӠ֖֥֎֟֔փՓ

�Ĩ�ഓጅƜŷǀc
 

1-(1) 

Ĩ ƒŻ౩Ż 

ĩ ൛ƌƒŻ౩Ż 

Ī ƞƖƾƝƷସŽƟŹ 

ī ŷƳƿƒŻ౩ǄƟŹ 

Ĭ ƒŻƤ౩ǄƟŹ 
 

�ĩ�ಛᇀƠƁෆŹc
 

1-(2) 

Ĩ ƒŻ౩Ż 

ĩ ൛ƌƒŻ౩Ż 

Ī ƞƖƾƝƷସŽƟŹ 

ī ŷƳƿƒŻ౩ǄƟŹ 

Ĭ ƒŻƤ౩ǄƟŹ 

ĩ

Ĩ Ɓŷǀ 

ĩ ൛ƌƁŷǀ 

Ī ƞƖƾƝƷସŽƟŹ 

ī ŷƳƿƁƟŹ 

Ĭ ƁƟŹ 

  

ಱኴ㕲Ӡ႘֭ೂव֦֮Ւ ၍Ꭼኴ༎Ւ ตՒ ׁ֨Ւ ஸ፼ೄՒ ඏ॔ೄՒ ॒ே֭֩֨௭ᇠ׀֮֗בՒӠ

ӠӠӠӠӠֽֽ֔֕֩ଚड༎ցֽ֘Ւ ց֮֩֞Ւ ଚኴ༎ ӡඹ॔Ӣ ֪ցֽ֘֊Փ ֭ཨ

ӠӠӠӠӠ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

B

ኴ㕻Ӡց֭֩֞Ⴉ፼ב։ֽ֖֞֙֬֘Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

Ĩ 18ఄf19ఄ   ĩ 20ఄ29ఄ 

Ī 30ఄ39ఄ   ī 40ఄ49ఄ 

Ĭ 50ఄ59ఄ   ĭ 60ఄ69ఄ 

Į 70ఄࡒඑ 

Åฺඑ֭ตᇠ֧֮֩֎Ւ ֓ಛි֦֭֓ႚ֎֟֔փՓ

Ĩ ཌྷ    ĩ  

Ī ǄƀƾƟŹfးŽƔƄƟŹ ī ƒƣ 

 

A

ŷƟƔಛිƣƈƝƠƙŹƛŷƟƔಛිƣƈƝƠƙŹƛ

ኴ㕺Ӡց֭֩֞ตᇠב։ֽ֖֞֙֬֘Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ
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3

3

ಱኴ㕳Ӡଚ֪֧֣֪֭֒փ֥Ւ โಲ֩ኴ༎֧౩ׁ֦֭֮֘֨֊Փ ֭ཨ֊ᄮӠ

ӠӠӠӠӠבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ĩaต�

īaஸ፼ೄ

ĭa॒ே�ȃǏǳǤǿ|Ǭb௭ᇠǇƵ�

įaǺȞǦȞᅸೄbଭೄ

��aǇŽƛഞസƌƔ့

��aශǞȘǵǑǏȖǤশ൵ƠƎǀ

aaଚኴ༎�ᅈḠཨോbŹƍƶ့�

Ĩa၍Ꭼኴ༎�ᆪጜ௭ᇠ�

ĪaƞƷ

Ĭaඏ॔ೄ

ĮaĿŀōশೄ�ǓǏǥশೄ့ǇƵ�

İaᄠకᅇ॔ೄ့

��aཨேேೄ့

��aŃľĹŋňÅ့ƣต൛ೄ

��aȆ|ȋȗǤ

��aǍǏǷƣy

��aሾྋဴઅƠƽǀଚඹ॔�ཙኴ༎့�

��aဪ႘་ූఆƠᄔŻଚኴ༎

��aǏȞǪ|ǸǮǳƠƽǀଚඹ॔�ŊŅŊǇƵ�

��aƒƣ�ભƠg� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ��

��aၟƠƟŹ�

Ĩ� ଅǇऌ໖ƹැิƟƞƀƾᄗƊǁǀƈƝ�

ĩ� ධƹಈƣၾዴfƟƞƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ�

Ī� ௭ᇠƟସ၌ǇƊǁǀƈƝ�

ī� ௭ᇠƟጜിƂǇƊǁǀƈƝ�

Ĭ� ිଭྔ௮ǇƊǁǀƈƝ�

ĭ� ǏȞǪ|ǸǮǳǇጦዿƌƛ௭ᇠƟගሇǇૡఐƊǁǀƈƝ�

Į� ၍Ꭼኴ༎ƠƎǀथੌƣ଼ගሇƁጺഞƌƔƈƝ�

į� ƒƣ�ભƠg� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

İ� ǄƀƾƟŹ�

ӡ㕱Ӣ ֦ զ㕱Өցէ ֧းև֞ሑ֪։ᇍֽ֖֘Փ ၍Ꭼኴ༎ ӡᆪጜ௭ᇠӢ ֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ

ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒ

ၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓӨ֪¿֭ࢌ

ӡ㕲Ӣ

�

4-(2)

ĩaዻyƟଚड༎ƠƙŹƛĩaዻyƟଚड༎ƠƙŹƛ

ಱኴ㕴Ӡ၍Ꭼኴ༎ ӡᆪጜ௭ᇠӢ ֪֣փ֥Ւ ֭ಱኴ֪։းև֎֟֔փՓ

Ĩ� ŷǀ�

ĩ� ƟŹ� � � � � Ç�Ī�ƭ�

Ī� ǄƀƾƟŹ� � Ç�Ī�ƭ�

ց֮֩֞Ւ ᆪጜ௭ᇠௗׁց֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ֟֎ႚ֖֥֪¿֭ࢌ

֔փՓ
ӡ㕱Ӣ

4-(1)

ต၍ตೄ�ȗǥǾǍȞ�bཌྷต၍ตೄ�ǝǏ�bࡣตƷ၍ตƷƂƠƟǀ�ǻǏǦǚǢȐ
ǍȖ�bภᆾॺƟตƝตಛႡƁࡣƟǀ�ǳȔȞǤǣǒȞǫ|�bตಛႡƹต౪୶Ɓነ॰ƜƟŹ
�ǚǓǤǬȒǶȞǛ�ƣጸ�

ÅŃľĹŋň�
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4

ሑ։းև֎֟֔փՓափגӠՠଅ֖֥փ֩փ։֔י

ӠӠց֭֩֞։֭֔גଅׇ֖օ֧֘ະՒ ᅇ௭ᇠᆪጜഞි֦֭ց֧ཐ֢֞Ւ ց֩֞

ӠӠ֮֨օֽ֖֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ  

4-(3)-Ǐ 

Ĩ ැƝƌƛถƌbƎǀ 

ĩ ැƁ୵ഞƌƎƮƂƈƝƜƤƟƄbƞƷƣ౩ǇໞഓƎǀ 

Ī ැƝƌƛƤᄗƎǀƁbƞƷƣ౩Ɓ੫ƆǁƥሑƁƟŹ 

ī ऌ໖ƹැิƣᄗƁŷǁƥbଅǇႡƶƟŹ�ऌ໖ƹැิƣᄗƁƟƆǁƥႡƶǀ� 

Ĭ ์ƠଅǇႡƶƟŹ 

ĭ ƒƣ�ભƠg �

�

 
Į ǄƀƾƟŹ 

4-(3)-Ǎ Ĩ Ǝǀ 

ĩ ƌƟŹ 

Ī ǄƀƾƟŹ 

ӡ㕳Ӣ ଅ֖֥փ֩փ։֔גփሑ֮ӠחՔיӠ֪Ւ ଅ֥֔փ֩փሑ֮ӠכӠ֪։းև֎֟֔փՓ

ӠӠӠ

Ӡח

փሑׁ֦֮֩֠֨ ӡ㕴Ӣ ַ։ු־֎֟֔փՓ

4-(3)-Ǒ 

Ĩ ಛᇀƣ౩ǇŹƛଅƎǀ 

ĩ ऌ໖ƹැิƣᄗƁŷǀƣƜଅƌƟŹ 

Ī ƒƣ�ભƠg

 

ī ǄƀƾƟŹ 

փ֩փሑ։းև֎֟֔փՓա֥Ӡՠଅ֔כ

ӠӠց֩֞ᅇ௭ᇠᆪጜഞි֧֭ᎄ֖ଅׇ֖օ֧֖֧֞Ւ ऌ໖׃ැิ֊੫փᄗב֞

ӠӠՒ ց֮֩֞֨օֽ֖֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

4-(4) 

Ĩ ಛᇀƣኴ༎ƝƌƛशଂƠဖƎǀ 

ĩ ၍Ꭼኴ༎ƠƙŹƛƣॺǇƎǀ 

Ī ༱ƀƌƀǀƮƂƁशଂƌƛƄǁǀ 

ī ಛᇀƝƤྞไƣƟŹኴ༎ƕ 

Ĭ ƒƘƝƌƛſƆƥ௭ᇠƤಛƠƟƄƟǀ 

ĭ ƞƣƽŻƠƌƛƷ௭ᇠƤƟƄƟƾƟŹ 

Į ǄƀƾƟŹ  

ӡ㕴Ӣ ၍Ꭼኴ༎ ӡᆪጜ௭ᇠӢ ֭शଂ֪֘ց֭֩֞։ணև֪ઝփׁ֦֭֮֨֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ

֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ՠଅ֖֥փ֩փ։֔גփሑ։းև֎֟֔փՓա

ց֭֩֞։֔גଅׇ֖օ֧֪֘Ւ ະ֭ිଭྔ௮ֽ֖֘ב֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴב

ֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ
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5

 

Ĭ

Ĩ ཌྷƣି࿊Ɵዂআᇀ༶ಡ��ཌྷƤಈbƤऌಈfࡱಋ�Ɵƞ�ǇࣥƌƙƆ 

ƾǁǀƈƝ 

ĩ ตƁ႞ŷǀዂධƠƈŻƝƎǀƝbཌྷตƹƣตƀƾᄗƊǁǀƈƝ 

Ī ႚಀbධbಈၾዴbƟƞƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ 

ī ვલೄƹ୪ະƀƾሯǇƪǀǄǁǀƈƝ 

Ĭ ตƠƎǀǺȔǤȌȞǳ�ǦǚǢȐǍȖfǺȔǤȌȞǳÅbȉǪǶǱǎfǺȔǤ 

ȌȞǳÅbȍȔȖfǺȔǤȌȞǳÅ�့ǇƆǀƈƝ 

ĭ პണfოണ�ŹǄƻǀൃ࣍�୪�ǇƵc�bตƣ။Ƅᆭ໓ࢪƁŷǀƈƝ 

Į ตƣตǇ੫ྔƌƔஃெfಁƟƞƁໜఓƌƛŹǀƈƝ 

į ǢȞǛȖȉǡ|ƣᆅƁໜఓƎǀƈƝ 

İ ƒƣ�ભƠg � 

10 ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

11 ǄƀƾƟŹ 

 ÅǦǚǢȐǍȖfǺȔǤȌȞǳ … ตଓƁƾƐ 

ÅȉǪǶǱǎfǺȔǤȌȞǳ …… ႟රfഞౌƠᄔŻଓƁƾƐ 

ÅȍȔȖfǺȔǤȌȞǳ ………… ସጃƹဗƠƽǀย්ƟሯbଓƁƾƐ 

ց֮֩֞Ւ ต֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩փ

ֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ㕵

ĭ

Ĩ ኅ౽bཀྵƤƏƌbሯƟƞƣිƠનྫǇภƍƊƐǀŹƍƶ�ǏȞǪ|ǸǮǳǇ 

ྫྷƍƛபǄǁǀƷƣǇƵc�ǇƆǀƈƝ 

ĩ ੱࡿƠƽƿସጃƣሯƹᄋǇƆǀƈƝ 

Ī ᇱ୦ೄƀƾሯǇƪǀǄǁƔƿbඳಈǇይŽƾǁƟŹƟƞƣਲǇƆǀƈƝ 

ī ᆅƁໜఓƎǀƈƝ 

Ĭ ་ƣଣƹअཏǇࣥƌᆋƆƾǁǀƈƝ 

ĭ ་ƁȂȔǏǻǢ|ǇໞഓƌƟŹƈƝ 

Į ಋၔოണbಋၔȈȖǹƟƞƁໜఓƎǀƈƝ 

į ȏȞǛǜǍȔ|Åƣኴ༎ƁŷǀƈƝ 

İ ƒƣ�ભƠg              � 

10 ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

11 ǄƀƾƟŹ 

ց֮֩֞Ւ ׁ֪֧֦֨֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩

փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴԀ

 

Į

Ĩ ᆅƠƽƿ૪అƠಛጵƁႍƟƈƝ 

ĩ ೂवౄबƹ။ƆǀႷǇᄇ৸ƎǀवƁ൛ƟŹƈƝ 

Ī ࠵ಱሓƹ௲ਛƣᅇ॔ǇƆƹƎŹƈƝ 

ī ऌbᅸࢇbᆵ౮็Ɯƣে୦ƹऴ୦ƠſŹƛbᎀ࠵ƟശƹਲǇƆǀƈƝ 

Ĭ ஸ፼ೄƁቔೄƊǁbଣƹப၌ƁໞഓƊǁƟŹƈƝ 

ĭ Ⴁཐ൵ƹஸ፼ೄƣၟตƠƙŹƛƣጫशƁුƳƟŹƈƝ 

Į ऌ໖ƹདࡰƝƣƙƟƁƿƁሥƌƄbୁጵƌƛŹǀƈƝ 

į ƒƣ�ભƠg  � 

İ ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

10 ǄƀƾƟŹ 

ց֮֩֞Ւ ஸ፼ೄ֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩

փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴԁ

ऌ໖ƠǜǍǇጅƎǀƁŹǀƠb་Ɓ༶ŻƽŻƟǜǍ႞ǇࢂƂƆbऌಈƹऌ໖
ƣฌᎭƟƞǇபƘƛŹǀ��ఄቴተƣƞƷǇŹŹƳƎc

ÅȏȞǛǜǍȔ|�
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6

 

ց֮֩֞Ւ ඏ॔ೄ֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩

փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴԂ

į

 

Ĩ ଅǇऌ໖ƹැิƟƞƀƾᄗƊǁǀƈƝ 

ĩ ධƹಈƣၾዴfƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ 

Ī ௭ᇠƟସ၌ǇƆǀƈƝ 

ī ೂवౄबƹ။ƆǀႷǇᄇ৸ƎǀवƁ൛ƟŹƈƝ 

Ĭ ᆵ౮็ƠſŹƛᎀ࠵ƟശƹਲǇƆǀƈƝ 

ĭ ǍǼ|ǳ့ǇዴƠೊƿǀƈƝƁƜƂƟŹƈƝ 

Į ǤȈ|ǯbᇌँঊ၌bདࡰঊ၌ƠਂƠౄइƜƂƟŹƈƝ 

į ƍǂƍǂଣƾǁƔƿbᅊƆƾǁƔƿƎǀƈƝ 

İ ඏ॔ƠƎǀጫशƁුƳƟŹƈƝƹbඏ॔ƣၟตƠࣤƍƔვፄǇƆƾǁƟŹƈƝ 

10 ƒƣ�ભƠg � 

11 ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

12 ǄƀƾƟŹ 

ց֮֩֞Ւ ႘੍֪ഉ֖֥փ॒ே֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎

֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ¿֭ࢌ

֪ႚ֖֥֎֟֔փՓ

ಱኴԃ

İ

Ĩ ୪ƹǄƿǇᅊƆƾǁǀƟƞbདࡰƜƣጫशƹႡಡƁഋᇀƜƟŹƈƝ 

ĩ ධƹಈƣၾዴfƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ 

Ī ทಓƭƣౄबƣवƁ൛ƟŹƈƝ 

ī ସƁࡣƟǀƔƶbᇱଌbፑbᆵbሻఆbੱࡱƟƞƣ႘ඛภঊƠᅢጅƟගሇƁ 

ၜƠƄŹƈƝ 

Ĭ ଅǇऌ໖ƹැิƟƞƀƾᄗƊǁǀƈƝ 

ĭ ǍǼ|ǳ့ƭƣႚ੍ǇᄵƊǁǀƈƝ 

Į ȃǏǳǤǿ|ǬƟƞၟ࿊ƣேฺƣ॒ேǇჍีƎǀೡ౯ƣସ၌ǇƆǀƈƝ 

į ƒƣ�ભƠg � 

İ ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

10 ǄƀƾƟŹ 

 

ց֮֩֞Ւ㖁㖂㖏শೄ ӡׯיםশೄ့בֿӢ Ւ֦֧֒ऌ໖֪֭֘֜׃ ଵఓՒ ֭֨

ׇօ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣

ၾֲ֦Ւࡒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 10

 

10

Ĩ ଅǇऌ໖ƹැิƟƞƀƾᄗƊǁǀƈƝ 

ĩ ධƹಈƣၾዴfƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ 

Ī ಓፑƹႚࢇǇཉǄƾǁǀƈƝ 

ī ኅཉƜǓǏǥଙ௮ƟƞǇƊǁǀƈƝ 

Ĭ ௭ᇠƟସ၌ǇƆǀƈƝ 

ĭ ǍǼ|ǳ့ƭƣႚ੍ƹഗძǇᄵƊǁǀƈƝ 

Į ƒƣ�ભƠg � 

į ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

İ ǄƀƾƟŹ 
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7

 

11 

Ĩ ଅǇऌ໖ƹැิƟƞƀƾᄗƊǁǀƈƝ 

ĩ ධƹಈƣၾዴfƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ 

Ī ಓፑƹႚࢇǇཉǄƾǁǀƈƝ 

ī ǺȞǦȞᅸፑጊസƣ॒ƜಛጵƌƔภঊǇࢪƵƈƝƁႍƟƈƝ 

Ĭ ௭ᇠƟସ၌ǇƆǀƈƝ 

ĭ ǍǼ|ǳ့ƭƣႚ੍ƹഗძǇᄵƊǁǀƈƝ 

Į ǺȞǦȞᅸƠƎǀथੌƣ଼ගሇƁጺഞƌƔƈƝ 

į ƒƣ�ભƠg � 

İ ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

10 ǄƀƾƟŹ 

ց֮֩֞Ւ ᅸೄبװب Քଭೄ֭֜׃ऌ໖֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚ

එ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ

ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 11

12 

Ĩ ᄠకபࡡƠƽƘƛย්ƟǢȒǮǚǇƆǀƈƝ 

ĩ ᄠకபࡡƠƽƘƛ૪అᆟ༶ǇƆǀƈƝ 

Ī ಈଉƣƈƝƠƌƛb೮ࡗƠŻǄƊᎭǇƊǁǀƈƝ 

ī ະཎັ୵ƠະཎƌƛƷৼƞſƿƣଅऐƁၜƾǁƟŹƈƝ 

Ĭ ຢ௮ƹಈఏᄕƠſŹƛย්ᆟ༶ǇƆǀƈƝ 

ĭ ಈఏᄕ໗ƂƠᅇ॔ೄƣฤƁഋᇀᄗࢭƊǁƟŹƈƝ 

Į ሇၗƠƽƘƛȂȔǏǻǢ|Ɓ୰ᅳƊǁƔƿbఔƠƽƘƛภঊƣᇓࣾƁᇱƛƟƄ 

ƟǀƈƝ 

į ย්b૪అƟᆟ༶ƠƙŹƛ೮ࡗƀƾƣጫशƁᆊ໑ƌƛŹǀƈƝ 

İ ƒƣ�ભƠg �

10 ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

11 ǄƀƾƟŹ 

ಱኴ 12

 

 

13

 

 � 

Ĩ ॺbධƠſŹƛ௭ᇠƟସ၌ƹଓƁƾƐǇƆǀƈƝ 

ĩ ධbධƜᆊጦƟŹǇƆǀƈƝ 

Ī ഗძ౮็့ƣጦዿbᇲƭƣႚƹbഉ༔ƭƣႚ့੍ǇᄵƊǁǀƈƝ 

ī ሓ౫࣍ฑဗƁธƘƛŹƟŹƈƝ 

Ĭ ŃľĹŋňÅ့ƣต൛ೄƠƎǀጫशƁ໑ƿƟŹƈƝ  

ĭ ƒƣ�ભƠg

Į ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

į ǄƀƾƟŹ 

 

ց֮֩֞Ւ㖅㖀㕻㖍㖊Å့֭ต൛ೄ֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎

֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ֪¿֭ࢌ

ႚ֖֥֎֟֔փՓ

ಱኴ 13

ց֮֩֞Ւ ᄠకᅇ॔ೄ֭֜׃ऌ໖֪֧֦֘֒Ւ ଵఓՒ ׇ֭֨օ֩ଚඑ֭ኴ༎

֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ֪¿֭ࢌ

ႚ֖֥֎֟֔փՓ

ต၍ตೄ�ȗǥǾǍȞ�bཌྷต၍ตೄ�ǝǏ�bࡣตƷ၍ตƷƂƠƟǀ�ǻǏǦǚǢȐ
ǍȖ�bภᆾॺƟตƝตಛႡƁࡣƟǀ�ǳȔȞǤǣǒȞǫ|�bตಛႡƹต౪୶Ɓነ॰ƜƟŹ
�ǚǓǤǬȒǶȞǛ�ƣጸ�

ÅŃľĹŋň�
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ց֮֩֞Ւ㖌㖇㖌״بי֖֧֞׀֮֗ב՛ׇ֪ଚඹ֪֧֦॔֘֒Ւ ଵఓՒ ֨

ׇ֭օ֩ଚඑ֭ኴ༎֢֥֒փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ

ၾֲ֦Ւࡒ֣ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 14

14 

Ĩ ǇᅈḠཨോƎǀᅳଵǇૡఐƎǀƈƝ 

ĩ ௭ᇠǇൃྙƎǀᅳଵǇૡఐƎǀƈƝ 

Ī ഞवŹ૩ǠǏǳƟƞᄠకǇዤᄇƎǀƝƟƘƛŹǀƈƝ 

ī ȂȔǏǻǢ|ƠƎǀගሇǇૡఐƎǀƈƝ 

Ĭ ǸǮǳȈȖǹƁໜఓƌƛŹǀƈƝ�ȕȄȞǣȈȖǹ�ଭ୪ະ့ƣตƟबໂ့Ǉ 

ະƣ၍ǇၜǀƈƝƟƄǏȞǪ|ǸǮǳƣૡಘᄜƠ୰ᅳƎǀபࡡ�ǇƵ� 

ĭ ఆ॔ಐƟƞƠȀǒǏǚǶȐ|Ǥ�ಲƜƤƟŹගሇ�ƹƘƔගሇƁ४ైƊǁǀƈƝ 

Į ƒƣ�ભƠg � 

į ଚኴ༎ƤၟƠƟŹ 

İ ǄƀƾƟŹ 

15-(1) Ĩ ŷǀ 

ĩ ƟŹ  Çಱኴ16ƭ 

Īaଚඹ॔ƣ૪ଫƠƙŹƛĪaଚඹ॔ƣ૪ଫƠƙŹƛ

ଚඹ֪॔ց֢֞૪ଫ֪֣փ֥Ւ ֭ಱኴ֪։းև֎֟֔փՓಱኴ 15

ց֮֩֞Ւ ઝ㕵Ⴉ֪ಛᇀ֭ଚඹ֧॔֔֞౩֢֧֞֒ցֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ

ֲՒ֣ࡴב ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ
ӡ㕱Ӣ

 

15-(2) 

Ĩ ࠵୵ǇସǄǁƔbƀƇ୵ǇସǄǁƔbŻǄƊᎭǇጺƊǁƔ 

ĩ ཀྵƤƏƌƊǁƔbኅ౽ƊǁƔ 

Ī ȂȔǏǻǢ|Ǉඹ॔ƊǁƔ 

ī ዮƹමዿǇോƙƆƾǁƔbᆤඵƊǁƔ 

Ĭ ௭ᇠƜᆊᇓ့ƟǇƆƔ 

ĭ ሯǇƆƔbჱƊǁƔb੫ጅƊǁƔ 

Į ਲǇƆƔ 

į Ǥǳ|ǖ|ƟபࡡǇƆƔ 

İ ǦǚǢȐǍȖfǺȔǤȌȞǳ�ตଓƁƾƐ�ǇƆƔ 

10 ȉǪǶǱǎfǺȔǤȌȞǳ�႟රfഞౌƠᄔŻଓƁƾƐ�ǇƆƔ 

11 ȍȔȖfǺȔǤȌȞǳ�ସጃƹဗƠƽǀย්ƟሯbଓƁƾƐ�ǇƆƔ 

12 ǼȚ|fǺȔǤȌȞǳ�ධၾƣዓࡔตǇგƠƌƔŹƍƶbଓƁƾƐ�ǇƆƔ 

13 ƒƣ�ભƠg �

ӡ㕱Ӣ ֦ զ㕱Ӡցէ ֧းև֞ሑ֪։ᇍֽ֖֘Փ ֭֜ଚඹׇ֭֮॔֨օׁ֦֖֭֩֞֊Փ ֭

ཨ֊֪ၟโಲ֧ணևᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ӡӼӢ
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15-(4) 

֭֜ଚඹ֦֮॔֨֒ցֽ֖֞֊Փ ֭ཨ֊ᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ֎ႚ֖֥֪¿֭ࢌ

֟֔փՓ

ӡӾӢ

Ĩ ऌ 

ĩ དࡰ 

Ī ॺ 

ī ධ 

Ĭ ǏȞǪ|ǸǮǳඑ 

ĭ ƒƣ�ભƠg                             �

 

 

 

15-(5) 

ಛᇀ֭ଚඹ֧॔֔֞౩֢֧֞Ւ ׇ֭֨օֽ֖֖֩ࣤ֞ב֊Փ ֭ཨ֊ᄮבూ֣

ၾֲ֦Ւࡒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ӡӿӢ

  

�

Ĩ ະƠஉਢƌƔ 

ĩ ऌ໖ƠະཎƌƔ 

Ī ዕfཐƠະཎƌƔ 

ī ୰�ேbଡb౦�ƣັ୵ƹళƠະཎƌƔ

Ĭ ධƣඑb၍ፉbॺƣ๐ภƠະཎƌƔ

ĭ ᇯ୦ౠbሓിౠƠະཎƌƔ 

Į ĩĭ॒ࡒƣሑƠະཎƌƔ 

į ካƘƛपቯƌƔ�ःƷƜƂƟƀƘƔ�

İ ƒƣ�ભƠg 

 

15-(3) 

֭֜ଚඹׇ֭֮॔֨օ֩ଚኴ༎֪֧֧֟֒౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊֪ၟโಲ֧ணև

ၾֲ֦Ւࡒూ֣בᄮ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ӡӽӢ

ĩaต�

īaஸ፼ೄ

ĭa॒ே�ȃǏǳǤǿ|Ǭb௭ᇠǇƵ�

įaǺȞǦȞᅸೄbଭೄ

��aǇŽƛഞസƌƔ့

��aශǞȘǵǑǏȖǤশ൵ƠƎǀ

aaଚኴ༎�ᅈḠཨോbŹƍƶ့�

Ĩa၍Ꭼኴ༎�ᆪጜ௭ᇠ�

ĪaƞƷ

Ĭaඏ॔ೄ

ĮaĿŀōশೄ�ǓǏǥশೄ့ǇƵ�

İaᄠకᅇ॔ೄ့

��aཨேேೄ့

��aŃľĹŋňÅ့ƣต൛ೄ

��aȆ|ȋȗǤ

��aǍǏǷƣy

��aሾྋဴઅƠƽǀଚඹ॔�ཙኴ༎့�

��aဪ႘་ූఆƠᄔŻଚኴ༎

��aǏȞǪ|ǸǮǳƠƽǀଚඹ॔�ŊŅŊǇƵ�

��aƒƣ�ભƠg                            ��

ต၍ตೄ�ȗǥǾǍȞ�bཌྷต၍ตೄ�ǝǏ�bࡣตƷ၍ตƷƂƠƟǀ�ǻǏǦǚǢȐ
ǍȖ�bภᆾॺƟตƝตಛႡƁࡣƟǀ�ǳȔȞǤǣǒȞǫ|�bตಛႡƹต౪୶Ɓነ॰ƜƟŹ
�ǚǓǤǬȒǶȞǛ�ƣጸ�

ÅŃľĹŋň�
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īa౦ƣଚੱࡱfᄇƠƙŹƛīa౦ƣଚੱࡱfᄇƠƙŹƛ

 

ଚಡ֭ஸዶֽֽ֩֕֔׃ଚड༎֭शଂ֥֖֕׀בՒ དࡰՒ ॺՒ ԟԣԋՒ ධ֭֩֨२

ཆ֦ଞೲव ӡ࣏वבֿӢ ्௹֥֔փֽ֘Փ ଞೲवַ֭ౄइ֪֣փ֥Ւ ֭ಱኴ֪

։းև֎֟֔փՓ

ಱኴ 16

ց֮֩֞Ւ ઝ㕵Ⴉׇ֪֭֨օ֩ཆ֭ଞೲवַౄइ֖֧֞֒ցֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ

בూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ
ӡ㕱Ӣ

16-(1) 

Ĩ དࡰƜƣଞೲव 

ĩ ॺƹŇŋĸƣଞೲव 

Ī ධƜƣଞೲव 

ī ౦�౦ጵ୰ኁƜƣଞೲवƟƞǇƵc�ƣଞೲव 

Ĭ ৫ଚੱࡱ෮ුਢवƣଞೲव 

ĭ ƒƣ�ભƠg                             �

Į ǄƀƾƟŹ 

į ഞาƌƔƈƝƁƟŹ 

16-(2) 

ӡ㕱Ӣ ֦ զഞา֖֧֞֒ցሑէ ֪։ᇍֽ֖֘Փ ଞೲव֪ౄइׇ֖֭֭֮֞֨օ֩ጫዡ֊

֦֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ
ӡӼӢ

Ĩ ƁŷƘƔƀƾ 

ĩ ऌ໖ƹዕƟƞƠዤǄǁƔƀƾ 

Ī ዂࡿƕƀƾ 

ī ƒƣ�ભƠg �

ӡ㕱Ӣ ֦ զഞา֖֧֞֒֩փሑէ ֪։ᇍֽ֖֘Փ ଞೲव֪ౄइ֖֩֊ׇ֢֭֭֮֞֨օ֩ጫ

ዡ֊֦֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ӡӽӢ

 

16-(3) 

Ĩ ಈƹऌಈƟƞƜርƌƄಐƁƝǁƟŹƀƾ 

ĩ ଞೲवƁ्௹ƊǁƛŹǀƈƝǇཐƾƟƀƘƔƀƾ 

Ī ƣଚǇඹ॔ƌƔƈƝƷƟŹƌጫशƌƛŹǀƀƾ 

ī ಛᇀƠƤƣƟŹኴ༎ƕƀƾ 

Ĭ ƒƣ�ભƠg                             �

 

 

 
17

ց֮֩֞Ւ ઝ㕱Ⴉ֪ऌՒ དࡰՒ ධ֦֩֨Ւ ֽֽ֔֕֩ଚ֪֣փ֥Ꭽ֖֢֞Ւ Ꭽ

༎֪֖֧֖֞֒֞ցֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 17

Ĩ ಐǇƝƘƛᎭƌƘƔƈƝƁŷǀ 

ĩ ඳಈƹૠƟƞƣƝƂƠᎭ༎ƠƌƔƈƝƁŷǀ 

Ī ƁƟŹƣƜᎭ༎ƠƌƔƈƝƤƟŹ 

ī ƟǀƮƄƪǁƟŹƽŻƠƌƛŹǀ 

Ĭ ॲŽƛŹƟŹ 
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11
 

ಋၔՔภညՒ ௭ᇠ׃ᇤଣבಛᇀ֧֧֖֥֧֭֒ևՒ ଚኴ༎֪֣փ֥ฝ֖֎ጫश֖Ւ ሟ֊֩

ଚশॲ֪ිבᆋ׀֞Ւ ൚ Քཨॺ֦֮Ւ ႘ඛ֩ଚੱ֭ࡱഊಲ֪ຎ֦גփֽ֘Փ

֧֪֣֭֒֒փ֥Ւ ց֭֩֞։ணև֪ઝփׁ֦֭֮֨֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ࢌ

֭¿֪ႚ֖֥֎֟֔փՓ ֽ֞Ւ 㕳Ք㕴ב༖֔֞ሑ֮Ւ ᇏ֥֚֭֜ጫዡׁႚ֖֥֎֟֔փՓ

ಱኴ 18

18  

    

 

 

20  

  

ց֮֩֞Ւ ଚᄇב෮ු֪֘׀֞౦ኁׇ֪֖֥֭֨օ֩ᄇঊ၌୲ऐ֦ց֧౩փ

ֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 20

Ĩ ƷƘƝูઇƠƿຎǈƕሑƁƽŹ 

ĩ ଵఓƣƳƳƜƽŹ 

Ī ŷƳƿƿຎƳƟŹሑƁƽŹ ÇऀƠጫዡǇႚƌƛƄƕƊŹ 

ī ƿຎƳƟŹሑƁƽŹ ÇऀƠጫዡǇႚƌƛƄƕƊŹ 

Ĭ ǄƀƾƟŹ 

ĪfīǇǈƕጫዡ

དࡰ ӡഉኁಛಓਢव֩֨ӢՒॺ ӡ㖉㖍㕺ӢՒධ֦֩֨ຎ֦גփೂवଚੱ֣֪ࡱփ֥Ւ

ց֭֩֞։ணև֪ઝփׁ֦֭֮֨֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮ֣ࡴבֲՒ ֎ႚ֖֥֪¿֭ࢌ

֟֔փՓ ֽ֞Ւ 㕳 Ք 㕴ב༖֔֞ሑ֮Ւ ᇏ֥֚֭֜ጫዡׁႚ֖֥֎֟֔փՓ

ಱኴ 19

19  

    ĪfīǇǈƕጫዡ

Ĩ ƷƘƝูઇƠƿຎǈƕሑƁƽŹ 

ĩ ଵఓƣƳƳƜƽŹ 

Ī ŷƳƿƿຎƳƟŹሑƁƽŹ ÇऀƠጫዡǇႚƌƛƄƕƊŹ 

ī ƿຎƳƟŹሑƁƽŹ ÇऀƠጫዡǇႚƌƛƄƕƊŹ 

Ĭ ǄƀƾƟŹ 

Ĭaଚड༎शଂƣƔƶƣሑపƠƙŹƛĬaଚड༎शଂƣƔƶƣሑపƠƙŹƛ

Ĩ ࣏वƣ्௹ 

ĩ དࡰbධƟƞƜƣ൛ƣଞೲवƣ्௹ 

Ī ǱȗǾbȔǣǕሐຽ 

ī ᄇǾǲǕfĻōĻƣ༃ƌഞƌ 

Ĭ ஃሇ౸ƭƣૡఐ 

ĭ Ȇ|ȋȅ|ǣƭƣૡఐ 

Į ȕ|ȀȗǮǳƣვᆑ 

į ȈǤǪ|fᅮfఢᇌƣᇻആƹૡಘ 

İ ƒƣ�ભƠg                             �

10 ǄƀƾƟŹ 
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21

  

ց֮֩֞Ւ ௗଢ଼ֽֽ֔֕֩ଚड༎֭शଂ֪୶֥Ւ ౦ׇ֭֮֨օ֧֪֩֒בႚ֥փ֯

ׇփ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 21

Ĩ ॺƜƣଚੱࡱƣഊಲ 

ĩ དࡰbŇŋĸbධƟƞƜƣଚੱࡱƣഊಲ 

Ī ଚಡǇஸƶbଚƭƣጫशǇෆƶǀƔƶƣᄇঊ၌ƣഊಲ  

ī ଚƠƎǀගሇ೭ആƝගሇ࿓ 

Ĭ ଚड༎ƠࣤƎǀ๔ƣະཎƣഊಲ 

ĭ ଚƁඹ॔ƊǁƔƝƂƣఅb౫࣍ƣഊಲ 

Į ƒƣ�ભƠg                             �

į ǄƀƾƟŹ 

ց֮֩֞Ւ ֽֽ֔֕֩ଚड༎ցཨ֦Ւ ౦ׇ֭֮֨օ֩ଚड༎֭शଂ֪בႚ֥փ

ׇ֯փ֧౩փֽ֘֊Փ ֭ཨ֊ᄮבూ֣ࡒၾֲ֦Ւ ႚ֖֥֎֟֔փՓ֪¿֭ࢌ

ಱኴ 22

22

ĩaต�

īaஸ፼ೄ

ĭa॒ே�ȃǏǳǤǿ|Ǭb௭ᇠǇƵ�

įaǺȞǦȞᅸೄbଭೄ

��aǇŽƛഞസƌƔ့

��aශǞȘǵǑǏȖǤশ൵ƠƎǀ

aaଚኴ༎�ᅈḠཨോbŹƍƶ့�

Ĩa၍Ꭼኴ༎�ᆪጜ௭ᇠ�

ĪaƞƷ

Ĭaඏ॔ೄ

ĮaĿŀōশೄ�ǓǏǥশೄ့ǇƵ�

İaᄠకᅇ॔ೄ့

��aཨேேೄ့

��aŃľĹŋňÅ့ƣต൛ೄ

��aȆ|ȋȗǤ

��aǍǏǷƣy

��aሾྋဴઅƠƽǀଚඹ॔�ཙኴ༎့�

��aဪ႘་ූఆƠᄔŻଚኴ༎

��aǏȞǪ|ǸǮǳƠƽǀଚඹ॔�ŊŅŊǇƵ�

��aƒƣ�ભƠg                            ��

��aǄƀƾƟŹ

ଚทపᄤ֪֣փ֥֓ଣցֽ֖֞Ւ ։ᇍ֊֚֎֟֔փՓಱኴ 23

֓ց֧օ֓֕փֽ֖֞Փ

၍ᆫ֭ᇪමዿᆫ္ׇ֪Ւ ӻӺଈ ӻӾ႘ ӡኪӢ ဨჹ֎֟֔փՓַֽ֪֦֓ؒ

Åโ֪֮֙։ഞ֖֎֟֔փՓ

Å֓ഉസՒ ։့֭ႚ֮ᅢጅցגֽ֚Փ

ต၍ตೄ�ȗǥǾǍȞ�bཌྷต၍ตೄ�ǝǏ�bࡣตƷ၍ตƷƂƠƟǀ�ǻǏǦǚǢȐ
ǍȖ�bภᆾॺƟตƝตಛႡƁࡣƟǀ�ǳȔȞǤǣǒȞǫ|�bตಛႡƹต౪୶Ɓነ॰ƜƟŹ
�ǚǓǤǬȒǶȞǛ�ƣጸ�

ÅŃľĹŋň�
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